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“遅れてきた開発”と地域社会

千
葉
県
の
東
京
湾
岸
埋
立
地
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
京
葉
臨
海
工
業
地
域
は
、
管
理
中
枢
機
能
を
担
う
東
京
を
は
さ
ん
で
、

戦
前
か
ら
の
京
浜
工
業
地
域
と
連
結
、
京
浜
・
京
葉
工
業
地
帯
を
形
成
し
、
日
本
独
占
資
本
主
義
の
中
枢
の
一
画
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
京
葉
臨
海
工
業
地
域
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
戦
後
の
日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
に
、
東
京
湾
岸
を
埋
立
・
土
地
造
成
し
た
上
に

形
成
さ
れ
た
。

浦
安
市
か
ら
君
津
市
・
富
津
市
に
至
る
、
図
1
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
〈
巨
大
人
口
ア
l
チ
〉
を
思
わ
せ
る
埋
立
造
成
地
の
面
積

は
、
完
了
・
実
施
中
を
合
せ
て
、
戦
後
日
本
の
埋
立
総
面
積
の
実
に
ニ

O
Z占
め
る
一
万
一
八
五
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
一
九
七
九
年
三

月
末
現
在
）
に
お
よ
ぶ
。
そ
こ
に
は
、
新
日
本
製
鉄
と
川
崎
製
鉄
の
ニ
つ
の
巨
大
な
製
鉄
所
と
丸
善
石
油
化
学
、
三
井
石
油
化
学
工

業
、
住
友
化
学
工
業
を
中
心
と
す
る
三
つ
の
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
石
油
精
製
会
社
四
社
（
精
製
能
力
入
六
万
五

O
O
O
B
P－

S
D
、
一
九
七
七
年
度
末
全
圏
第
二
位
〉
、
東
京
電
力
の
四
つ
の
火
力
発
電
所
（
出
力
九
五
六
O
T
K
W
〆
H
、
七
九
年
度
末
）
な
ど
を

中
核
と
し
て
、
製
造
業
に
限
っ
て
も
、
五
六

O
の
事
業
所
に
六
万
八

O
O
O人
の
従
業
者
（
千
葉
県
の
製
造
業
従
業
者
の
二
四
%
）

135 

専修大学社会科学研究所　社会科学年報　第17号　1983年3月



図 1 京葉臨海地減造成計画図
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富津岬

千葉県企業庁『千葉県企業庁のあゆみ』（1980年） p.22の図を転戦
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“避れてきた開発”と地域社会

を
擁
し
、
製
造
ロ
聞
出
荷
額
等
は
六
兆
二
八
一
五
億
円
（
千
葉
県
の
そ
れ
の
六
四
%
、
以
上
、
一
九
八

O
年
工
業
統
計
調
査
）
に
達
し
、

日
本
の
有
数
な
重
化
学
工
業
地
帯
と
な
り
、
農
漁
業
県
で
あ
っ
た
千
葉
県
を
一
躍
工
業
県
に
転
換
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
海
岸
線
埋
立
に
よ
る
重
化
学
工
業
地
帯
の
形
成
は
、
他
方
で
は
、
日
本
有
数
の
浅
海
・
海
面
漁
場
を
喪
失
さ
せ
る

こ
と
と
な
り
、
海
苔
養
殖
、
採
貝
、
沿
岸
漁
業
を
中
心
と
し
て
い
た
東
京
湾
岸
漁
業
を
崩
壊
さ
せ
、
漁
民
の
生
業
を
奪
っ
た
。
す
な
わ

ち
浦
安
か
ら
富
津
に
到
る
海
岸
線
が
ほ
と
ん
ど
埋
立
地
と
な
り
、
当
時
存
在
し
て
い
た
四
二
漁
業
協
同
組
合
の
う
ち
、
一
九
五
四
年

の
蘇
我
漁
協
に
始
ま
り
、
七
九
年
三
月
末
ま
で
に
三
七
漁
協
、
延
組
合
員
二
万
三
五
五
一
人
（
う
ち
正
組
合
員
二
万
一
一
一
一

O
七
人
）
、

漁
場
面
積
延
二
万
八
二
ハ
二
M
、
に
対
し
て
漁
業
権
の
全
部
又
は
一
部
放
棄
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
図
2
1
そ
の
結
果
、
千
葉
県

内
湾
で
残
っ
て
い
る
漁
協
・
漁
場
海
域
は
、
木
更
津
市
内
七
漁
協
お
よ
び
行
徳
の
海
域
の
ほ
か
］
埋
立
て
後
一
部
残
っ
て
い
る
海
面

で
、
漁
業
権
放
棄
後
、
短
期
免
許
を
受
け
て
い
る
船
橋
、
第
二
行
徳
漁
協
の
海
域
、
お
よ
び
埋
立
縮
少
で
残
っ
て
い
る
富
津
の
海
域

だ
け
と
な
り
、
こ
の
範
域
で
の
漁
業
経
営
体
は
、
漁
業
権
放
棄
後
の
暫
定
継
続
を
含
め
て
、
わ
ず
か
二
六

O
六
、
漁
業
就
業
者
は
四

五
四
人
名
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た
（
一
九
七
八
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
）
。一

方
に
お
け
る
重
化
学
工
業
化
と
そ
れ
に
伴
な
う
全
国
か
ら
の
従
業
員

と
そ
の
家
族
の
流
入
、
他
方
に
お
け
る
漁
業
の
崩
療
、
漁
民
社
会
の
解
体
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
の
構
造
を
著
し
く
変
貌
さ
せ
て
き

こ
の
よ
う
に
埋
立
て
に
よ
る
臨
海
工
業
地
帯
の
形
成
は
、

た。
こ
の
よ
う
な
京
葉
工
業
地
帯
形
成
に
伴
な
う
地
域
社
会
の
変
貌
に
関
す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
多
数

あ
軒
々
そ
の
多
く
は
、
高
度
成
長
期
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
京
葉
臨
海
部
の
埋
立
開
発
は
終
局
面
を
迎
え
た

と
は
い
え
終
っ
た
わ
け
で
は
な
く
‘
「
東
京
湾
最
後
の
文
型
埋
立
」
と
い
わ
れ
た
富
津
地
区
の
埋
立
は
、
そ
の
規
模
が
縮
少
さ
れ
た
と
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。



図2 内湾の漁業協同組合の位置と漁業権の状況

東京湾

・漁業協同組合

⑥漁業補償の行われ
た漁業協同組合

~区画漁業権

［：］共同漁業権

〔出所〕 京葉臨海工業地格調査委員会編 r京葉臨海工業地帯一一工業化の実態と

地域社会の変貌一一』 (1966年．千葉県開発局） p. 438の図より作成
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“遅れてきた開発”と地域社会

図3 富津地域図
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本
稿
は
、
高
度
成
長
期
後
半
か
ら
現
在
ま
で
続
く
長
い
不
況
期

に
か
け
て
、
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
形
成
の
影
響
を
受
け
、
「
遅
れ

て
き
た
開
発
」
と
し
て
な
お
「
埋
立
開
発
」
が
進
行
中
で
あ
り
、

し
か
し
他
の
地
域
と
は
異
な
っ
て
漁
業
が
崩
嬢
し
て
し
ま
わ
な
い

で
い
る
、

つ
ま
り
、
な
お
大
き
く
変
機
中
で
あ
る
千
葉
県
富
津
市

富
津
地
域
の
〈
地
域
社
会
〉
の
変
様
過
程
を
、
不
況
下
の
漁
民
の

対
応
を
中
心
に
漁
業
・
漁
民
社
会
の
解
体
・
再
編
に
焦
点
を
あ
て

て
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
論
に
入
る
前
に
、
富
津
地
域
に
つ
い
て
簡
単
に
素
描
し
て
お

こ内ノ。富
津
地
域
は
、
図
3
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
日
本
製
鉄
君
津

製
所
の
立
地
し
て
い
る
君
津
市
に
隣
接
し
富
津
岬
北
側
の
海
苔
養

殖
や
採
貝
の
浅
海
漁
業
に
適
し
た
海
岸
線
を
含
む
農
漁
村
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
漁
業
を
中
心
と
し
た
富
津
町
（
漁
業
就
業
者
四
五

%
、
男
子
は
五
三
%
、
農
業
就
業
者
二
七
%
、
女
子
は
四
一
二
万
）

と
半
農
半
漁
で
あ
っ
た
青
堀
町
（
農
業
就
業
者
四
四
%
、
女
子
は

七
O
Z、
漁
業
就
業
者
二
四
%
、
男
子
は
三
五
%
）
と
純
農
村
で
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野
村
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農
業
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八
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、
就
業
者
割
合
は
い
づ
れ



も
一
九
五

O
年
「
国
勢
調
査
」
）
が
一
九
五
五
年
三
月
に
合
併
し
て
富
津
町
を
形
成
し
た
。
五
五
年
園
調
に
よ
れ
ば
こ
の
富
津
町
の

就
業
構
成
は
、
農
業
就
業
者
三
九
%
、
漁
業
就
業
者
三
二
%
、
製
造
業
就
業
者
は
わ
ず
か
六
%
で
農
漁
業
就
業
者
が
七
割
以
上
を
占
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め
て
い
た
。
富
津
町
は
そ
の
後
、
埋
立
て
開
発
の
受
皿
形
成
の
た
め
隣
接
す
る
天
羽
町
、
大
佐
和
町
と
合
併
し
（
一
九
七
一
年
）
‘富

津
市
を
形
成
す
る
。
な
お
本
稿
で
扱
う
「
富
津
地
域
」
は
こ
の
三
町
合
併
以
前
の
行
政
単
位
と
し
て
の
「
富
津
町
」
の
範
域
と
す
る
。

富
津
地
域
の
変
様
は
、
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
初
期
の
富
津
埋
立
が
構
想
さ
れ
漁
業
権
放
棄
問
題
が
起
っ
た
頃
か
ら
そ
の
底
流

が
み
ら
れ
、
本
格
的
に
は
、
君
津
製
鉄
所
の
稼
動
（
一
九
六

0
年
代
後
半
〉
に
よ
る
影
響
と
、
「
富
津
埋
立
開
発
計
画
」
に
よ
る
漁

業
権
放
棄
問
題
の
具
体
的
な
進
渉
（
六
。
年
代
後
半
〉
を
契
機
と
し
て
始
ま
り
、
第
二
段
階
は
埋
立
開
始
の
遅
れ
、
埋
立
計
画
の
変

更
・
縮
少
の
な
か
で
、
不
況
下
の
漁
民
の
動
向
、
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る

3

（1
）
柳
下
勇
編
『
京
浜
・
京
葉
社
会
論
』
λ
有
信
堂
、
一
九
八
三
年
刊
行
予
定
）
の
「
補
章
研
究
の
動
向
と
謀
題
」
（
吉
原
直
樹
稿
）
参
照
。

＼

，

／

 

＼

、

』J

／
て
窟
津
思
立
開
発
の
経
緯

京
葉
臨
海
工
業
地
帯
形
成
の
「
構
想
と
現
実
」
の
動
き
の
な
か
で
、
富
津
地
区
の
埋
立
開
発
の
〈
計
画
と
現
実
〉
も
大
き
く
変
様

を
と
げ
て
き
た
。

富
津
地
区
を
含
め
た
埋
立
開
発
の
構
想
は
一
九
五
一
年
に
策
定
さ
れ
た
「
千
葉
県
総
合
開
発
計
画
」
に
み
ら
れ
る
が
、
県
当
局
に

よ
る
最
初
の
具
体
的
計
画
は
、
六
．二
年
に
策
定
さ
れ
た
「
千
葉
県
長
期
計
画
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
造
成
の
一

環
と
し
て
、
木
更
津
臨
海
工
業
地
域
・（
木
更
津
市
・
君
津
町
、
富
津
町
、
袖
ケ
浦
町
の
一
部
〉
約
二
九
七

O
M
の
造
成
が
計
画
さ

れ
、
富
津
を
含
む
地
減
は
木
更
津
南
部
地
先
と
し
て
鉄
鋼
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。



と
こ
ろ
で
「
長
期
計
画
」
策
定
以
前
に
、
富
津
地
域
を
含
む
木
更
津
・
君
津
地
区
に
は
次
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
い
た
。

一
つ
は
、
県
の
工
業
地
帯
形
成
の
具
体
的
な
構
想
が
な
い
ま
ま
、
君
津
に
八
幡
製
鉄
（
現
・
新
日
本
製
鉄
君
津
製
鉄
所
）
の
進
出

つ
ま
り
、
全
体
計
画
が
な
い
ま
ま
具
体
的
な
事
実
が
進

が
決
定
L
、
一
九
六
二
年
三
月
に
は
埋
立
が
着
工
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

他
の
一
つ
は
、
民
間
の
開
発
構
想
が
提
起
さ
れ
そ
れ
が
時
の
閣
議
才
承
事
項
に
ま
で
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
小
川

（
栄
一
）
構
想
」
と
い
わ
れ
、
一
九
六

O
年
一
一
一
月
に
、
東
京
の
過
密
解
消
の
た
め
、
神
奈
川
お
よ
び
木
更
津
地
区
に
二
万
三
千
h

の
工
業
・
住
宅
団
地
を
造
成
、
木
更
津
地
区
は
、
国
土
総
合
開
発
会
社
（
社
長
小
川
栄
一
）
を
設
立
し
、
富
津
岬
を
中
心
に
七
千

h
を
埋
立
て
、
工
場
地
帯
を
造
成
す
る
、
さ
ら
に
東
京
湾
横
断
橋
を
調
査
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
川
構
想
は
、
六

一
年
七
月
の
東
京
湾
開
発
関
係
閣
議
に
お
い
て
「
極
め
て
適
当
な
考
え
で
あ
る
と
思
う
の
で
、
政
府
は
関
係
当
局
を
中
心
と
し
、
こ

れ
に
協
力
す
る
方
針
を
と
る
よ
う
意
志
統
一
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
い
う
時
の
経
済
企
画
庁
長
官
・
藤
山
愛
一
郎
の
発
言

“遅れてきた開発”と地滅社会

を
閣
議
了
解
事
項
と
し
た
（
経
企
第
祁
号
、
昭
和
初
年
7
月
四
日
「
閣
議
発
言
要
旨
通
知
の
件
」
）
。
し
か
し
、
こ
の
小
川
構
想
は
、

時
の
県
執
行
部
（
柴
田
知
事
、
宮
沢
弘
副
知
事
）
が
民
間
主
導
の
埋
立
開
発
に
反
対
、
国
土
総
合
開
発
の
埋
立
申
請
を
許
可
せ
ず
、

さ
ら
に
官
民
共
同
開
発
を
主
張
す
る
友
納
武
人
が
知
事
に
就
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
化
し
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
「
長
期
計
画
」
の
策
定
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
「
千
葉
県
総
合
五
ヶ
年
計
画
」
〈
六
四
年
）
、
「
千
葉
県
地
域
計

画
」
（
六
五
年
）
が
策
定
さ
れ
、
そ
こ
で
は
八
幡
進
出
の
君
津
地
区
を
中
心
に
、
木
更
津
・
君
津
・
富
津
地
区
と
し
て
三
三
五

oh

の
土
地
造
成
を
行
な
い
、
そ
こ
に
、
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
、
石
油
精
製
、
石
油
化
学
、
電
力
等
の
基
幹
産
業
を
配
置
し
、
「
京
葉
臨
海

工
業
地
帯
の
一
大
開
発
拠
点
と
し
て
整
備
促
進
を
は
か
る
」
と
さ
れ
た
。

六
六
年
五
月
に
は
東
京
電
力
が
分
譲
申
請
を
行
な
い
、
つ
い
で
一
一
月
に
三
井
、
三
菱
両
グ
ル
ー
プ
が
進
出
表
明
、
さ
ら
に
新
日
鉄
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と
国
土
総
合
開
発
が
分
譲
申
請
を
行
な
う
な
か
で
、
県
の
「
臨
海
土
地
造
成
計
画
」
で
重
化
学
工
業
用
地
と
し
て
富
津
地
区
一
一
一
一
六
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O
M
の
埋
立
計
画
が
策
定
さ
れ
る
（
六
六
年
一
一
月
）
。
六
六
年
の
「
臨
海
土
地
造
成
計
画
」
に
お
い
て
は
一
三
六

O
M
の
石
油
化
学

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
基
地
と
さ
れ
、
六
七
年
九
月
の
港
湾
察
議
会
に
お
い
て
埋
立
開
発
面
積
を
一
四
二
二
加
に
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

六
九
年
五
月
に
策
定
さ
れ
た
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
に
お
い
て
、
首
都
圏
に
お
け
る
機
能
分
担
の
見
地
か
ら
「
公
害
防
除
に
つ

い
て
十
分
配
慮
の
も
と
に
、
臨
海
性
工
業
基
地
の
建
設
を
進
め
る
」
と
い
う
形
で
全
国
計
画
の
な
か
に
位
置
付
け
ら
れ
、
七

O
年
に

策
定
さ
れ
た
「
第
三
次
五
ヶ
年
計
画
」
で
は
一
四
三
九
h
に
ま
で
埋
立
計
画
は
広
大
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
六

O
年
頃
よ
り
地
元
関
係
四
漁
協
と
の
漁
業
権
放
棄
に
関
す
る
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
六
七
年
頃
よ
り
交
渉
は
本
格
化

し
、
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
六
八
年
一
一
月
に
富
津
漁
協
と
、
七

O
年
二
月
に
他
の
三
漁
協
と
の
漁
業
権
全
面
放
棄
と
漁
業
補
償

の
交
渉
が
妥
決
し
た
。

し
か
し
、
六

0
年
代
末
か
ら
公
害
問
題
、
東
京
湾
保
全
問
題
に
関
す
る
関
心
と
運
動
の
高
ま
り
、
県
当
局
も
「
最
近
に
お
け
る
都

市
化
、
工
業
化
の
急
激
な
進
展
は
、
自
然
環
境
の
破
媛
、
生
活
環
境
の
悪
化
を
も
た
ら
し
、
こ
う
し
た
環
境
問
題
に
対
す
る
県
民
の

（

2）
 

関
心
は
か
つ
て
な
い
高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
こ
れ
ら
県
民
を
と
り
ま
く
環
境
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
持
た
ざ
る

一
九
七
三
年
八
月
に
策
定
さ
れ
た
「
第
四
次
総
合
五
ヶ
年
計

画
」
に
お
い
て
は
、
「
当
初
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
立
地
を
中
止
し
、
良
質
燃
料
の
供
給
基
地
、
鉄
鋼
ア
ル
ミ
等
の
二
次
加
工
、
建

材
、
プ
レ
ハ
ブ
等
の
住
宅
産
業
お
よ
び
こ
れ
ら
の
流
通
基
地
と
し
て
の
整
備
を
図
る
。
同
時
に
公
共
用
地
、
緑
地
お
よ
び
都
市
開
発

関
連
の
中
小
企
業
用
地
を
造
成
す
る
」
と
そ
の
開
発
目
標
を
変
更
し
、
埋
立
面
積
も
一
一
一
一
一
一
五
加
と
若
干
縮
少
し
た
。

さ
ら
に
、
七
四
年
七
月
｜
一

O
月
に
か
け
て
の
「
東
京
湾
地
域
整
備
連
絡
協
議
会
ハ
五
省
庁
会
議
）
」
で
「
今
後
計
画
を
さ
ら
に

つ
め
る
場
合
の
留
意
す
べ
き
事
項
」
と
し
て
、
次
の
五
項
目
が
指
示
事
項
と
し
て
口
頭
で
県
当
局
に
示
さ
れ
た
。

を
得
な
く
な
り
、
富
津
埋
立
開
発
の
見
直
し
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。



（
指
示
事
項
）

一
、
東
京
湾
の
埋
立
て
は
、
広
域
的
な
総
合
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
計
画
が
策
定
さ
れ
る
ま
で
の
聞
の

埋
立
て
は
最
小
限
度
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

二
、
立
地
業
種
に
つ
い
て
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
検
討
を
さ
ら
に
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。

三
、
イ
製
造
業
、
電
力
の
新
規
立
地
は
適
当
で
な
い
。

ロ
富
津
地
区
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
総
が
あ
る
の
で
、
現
計
画
に
基
づ
き
、
従
来
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
業
種
、
地
域
住
民
の
意
向
に
基

づ
く
も
の
及
び
環
境
悪
化
を
も
た
ら
さ
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
や
む
を
得
な
い
。

四
、
都
市
再
開
発
地
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
の
可
能
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

大
型
の
危
険
物
積
載
船
舶
の
入
港
は
、
原
則
と
し
て
望
ま
し
く
な
い
が
、
入
港
を
認
め
る
場
合
は
、
安
全
対
策
に
特
段
の
配
慮
が
必
要
で
あ

り
、
又
、
取
扱
荷
物
は
東
京
湾
内
で
消
費
さ
れ
る
も
の
に
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。

七
五
年
三
月
の
、
「
地
方
港
湾
審
議
会
木
更
津
部
会
」
に
お
い
て
、
「
航
行
安
全
対
策
等
の
配
慮
」
と
と
も
に
「
環
境
保
全
、
事
故

“遅れてきた開発”と地域社会

防
止
対
策
お
よ
び
地
元
対
策
等
に
つ
い
て
ナ
分
配
慮
さ
れ
た
い
」
と
の
付
記
事
項
を
つ
け
ら
れ
て
、
富
津
埋
立
が
承
認
さ
れ
た
。

し
か
し
、
埋
立
に
着
手
で
き
な
い
で
い
る
う
ち
に
、
七
三
年
秋
の
石
油
危
機
を
契
機
と
す
る
日
本
経
済
の
不
況
が
深
化
し
、
三

井
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
進
出
計
画
の
見
直
し
、
保
留
の
申
し
出
が
な
さ
れ
（
七
五
年
〉
、
加
え
て
県
財
政
も
悪
化
す
る
な
か
で
、
計

一
九
七

画
の
四
た
び
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
友
納
に
代
っ
た
川
上
知
事
は
、
「
富
津
埋
立
開
発
」
を
公
約
と
し
て
い
た
が
、

六
年
九
月
に
策
定
し
た
「
千
葉
県
新
総
合
五
ヶ
年
計
画
」
で
「
富
津
地
区
に
つ
い
て
は
、
工
業
用
地
と
し
て
埋
立
地
造
成
事
業
に
着

手
し
、
そ
の
促
進
を
図
る
〕
と
し
た
も
の
の
、
事
業
の
計
画
を
見
直
し
、
「
と
り
あ
え
ず
第
I
期
と
し
て
六
六

O
M
の
埋
立
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
、
昭
和
五
一
年
度
中
に
埋
立
免
許
を
取
得
し
た
の
ち
、
昭
和
五
二
年
度
か
ら
着
工
す
る
計
画
で
あ
お
一
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
「
富
津
埋
立
開
発
計
画
」
は
、
そ
の
「
構
想
・
計
画
」
が
一
五
年
を
経
る
聞
に
た
び
た
び
の
変
更
を
経
て
、

規
模
を
一
九
六

O
年
の
「
小
川
構
想
」
の
十
分
の
一
以
下
、
六
六
年
の
県
の
「
第
二
次
五
ヶ
年
計
画
」
の
半
分
以
下
に
縮
小
さ
れ
、

そ
の

143 



そ
の
「
開
発
目
標
」
も
重
化
学
工
業
、
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
基
地
か
ら
、
燃
料
基
地
、
鉄
鋼
ア
ル
ミ
の
二
次
加
工
、
住
宅
産

業
、
流
通
基
地
、
都
市
開
発
関
連
の
中
小
企
業
用
地
に
変
更
さ
れ
た
。
さ
ら
に
次
に
み
る
よ
う
に
、
具
体
的
な
進
出
企
業
が
ほ
と
ん

ど
き
ま
ら
な
い
ま
ま
、
「
首
都
圏
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
増
大
、
物
質
流
通
の
増
加
に
対
処
し
、
発
電
所
用
地
、
鉄
鋼
流
通
加

工
用
地
を
造
成
す
る
と
と
も
に
、
都
市
基
盤
の
整
備
の
た
め
防
災
施
設
用
地
等
」
に
変
更
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
三
年
度
末
段
階
で
一
四
八
二
億
円
近
く
も
の
先
行
投
資
を
し
た
富
津
沖
埋
立
て
事
業

144 

以
上
の
よ
う
な
曲
折
を
経
な
が
ら
、

は
、
当
初
予
定
を
大
幅
に
縮
小
し
て
と
も
か
く
七
八
年
四
月
に
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
埋
立
認
可
を
め
ぐ
っ
て
今
度
は
中
央

官
庁
、
環
境
庁
で
ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
と
い
わ
九
記
。
埋
立
の
認
可
は
運
輸
大
臣
が
行
な
う
が
、
そ
の
た
め
に
は
環
境
庁
長
官
の
意
見

書
で
の
が
必
要
で
あ
る
。
川
上
知
事
は
「
漁
業
補
償
な
ど
多
大
な
先
行
投
資
を
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
打
ち
切
る
わ
け
に
は
い
か
な

ぃ
。
政
策
課
題
と
し
て
取
組
む
」
と
精
力
的
に
動
い
た
が
「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
な
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
環
境
庁
に

よ
っ
て
七
六
年
十
月
に
埋
立
て
は
ス
ト

ッ
プ
さ
れ
て
い
た
。
七
七
年
五
月
、
港
湾
審
議
会
の
埋
立
答
申
が
出
た
と
き
「
年
度
内
着

工
」
を
公
約
し
た
川
上
知
事
は
、
七
八
年
三
月
、
埋
立
て
に
伴
な
う
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
環
境
庁
に
提
出
し
た
。
し
か
し
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
は
不
充
分
な
も
の
で
環
境
庁
環
境
審
査
課
を
納
得
さ
せ
る
も
の
で
な
く
、
六
九
項
目
に
お
よ
ぶ
質
問
状
が
県
に
出
さ
れ

た
。
年
度
内
着
工
を
図
る
知
事
は
運
輸
省
港
湾
局
長
を
動
か
し
「
今
月
中
に
認
可
さ
れ
な
い
と
、
県
は
、
漁
民
に
新
た
な
補
償
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
羽
目
に
陥
い
る
」
と
環
境
庁
幹
部
を
説
得
し
て
も
ら
い
、
質
問
状
の
回
答
を
す
る
。
「
疑
問
点
は
必
ら
ず
解

決
す
る
。
そ
れ
ま
で
着
工
は
し
な
い
」
旨
の
確
約
書
（
未
発
表
）
を
と
る
こ
と
で
三
月
三
一
日
環
境
審
査
課
は

O
K
を
出
す
こ
と
に
し

た
。
三
月
三
一
日
、
午
後
六
時
に
環
境
庁
長
官
ま
で
の
決
裁
が
と
れ
、
運
輸
省
港
湾
局
長
は
、
大
臣
了
解
の
も
と
で
専
決
で
大
臣
認

可
を
下
ろ
し
、
千
葉
県
に
連
絡
し
た
の
が
午
後
八
時
を
と
っ
く
に
回
っ
て
い
た
、
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
「
確
約
書
」
つ
き
で
埋
立
て
の
認
可
が
お
り
た
。
し
か
し
、
千
葉
県
は
、
「
確
約
書
」
を
無
視
し
、
環
境
庁
へ
何
の
答
え



も
出
さ
な
い
ま
ま
、
七
八
年
四
月
七
日
、
富
津
で
ク
ワ
入
式
を
行
な
い
、
富
津
埋
立
て
が
開
始
さ
れ
た
。

は
最
終
的
に
は
政
治
的
に
決
着
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
富
津
埋
立
開
発

富
津
埋
立
は
、
①
流
通
加
工
業
の
振
興
、
②
雇
用
機
械
の
増
大
、
③
都
市
基
盤
の
整
備
、
④
県
全
域
か
ら
み
た
産
業
配
置
の
適
正

化
、
⑤
省
資
源
に
対
す
る
対
応
、
⑤
富
津
市
の
直
面
す
る
地
域
経
済
格
差
の
是
正
、
⑦
首
都
圏
で
の
広
域
協
力
へ
の
貢
献
、
を
目
標

と
し
、
そ
の
土
地
利
用
計
画
は
工
業
用
地
三
八
六
h
、
緑
地
〈
含
公
園
）
七
o
h
、
下
水
処
理
施
設
、
廃
棄
物
処
理
施
設
、
防
災
施

設
、
行
政
セ
ン
タ
ー
用
地
な
ど
一

O
四
加
等
が
計
画
さ
れ
て
い
お
v

し
か
し
、
八
二
年
現
在
、
進
出
決
定
し
て
い
る
企
業
は
火
力
発
電
所
と
液
化
天
然
ガ
ス
貯
蔵
用
地
の
東
京
電
力
と
具
体
的
な
用
途

が
決
っ
て
い
な
い
新
日
鉄
だ
け
で
あ
り
、
進
出
を
決
定
し
て
い
た
国
土
総
合
開
発
は
、
七
九
年
三
月
、
分
譲
価
格
二
ハ
六
億
円
の
四
人

・
九
h
の
用
地
を
経
済
不
振
を
理
由
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
埋
立
造
成
面
積
六
四
三
・
九
h
の
う
ち
二
四
%
弱
の

一
五
三
加
し
か
分
譲
が
決
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
県
企
業
庁
は
買
い
手
の
な
い
土
地
造
成
を
現
在
続
け
て
い
る
の
で
あ
り
八
五

“遅れてきた開発”と地域社会

年
に
埋
立
が
完
成
し
て
も
、
日
本
社
会
の
現
況
か
ら
み
て
目
標
通
り
行
く
可
能
性
は
薄
い
。

（1
）
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
形
成
の
構
想
と
現
実
に
つ
い
て
の
文
献
は
多
々
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
以
下
の
も
の
を
参
照
。
千
葉
県
作
成
の
第
一

次
か
ら
第
四
次
の
「
千
葉
県
総
合
五
カ
年
計
画
」
お
よ
び
「
新
総
合
五
カ
年
計
画
」
、
「
新
第
二
次
総
合
五
カ
年
計
画
」
、
拙
稿
「
重
化
学
工
業

化
と
自
治
体
行
政
」
（
前
掲
『
京
浜
・
京
葉
社
会
論
』
所
収
）

（2
）
前
出
『
千
葉
県
第
四
次
総
合
五
カ
年
計
画
』
五
ペ
ー
ジ

（3
〉
同
右
、
ニ
一
ペ
ー
ジ

〈4
）
前
出
『
千
葉
県
新
総
合
五
カ
年
計
画
』
一
一
一
0
ペ
ー
ジ

（5
）
同
右
、
ニ
七
九
ペ
ー
ジ

（6
〉
前
出
『
千
葉
県
第
二
次
新
総
合
五
カ
年
計
画
』
（
案
〉
一
一
六
五
ペ
ー
ジ
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（

7
）
 

（

8
）
 

以
下
は
『
毎
日
新
聞
』
一
九
七
九
年
七
月
一
日
付
朝
刊
「
官
僚
ど
こ
を
む
く
消
さ
れ
た
法
案
（
9
）
」
に
よ
る

千
葉
県
企
業
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
富
津
地
区
土
地
造
成
計
画
要
覧
」
（
一
九
七
九
年
）
よ
り
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〈※）

二
、
漁
業
権
放
棄
問
題
と
漁
民
の
対
応

｜
｜
富
津
漁
協
を
中
心
と
し
て
l
｜

富
津
埋
立
て
問
題
は
、
地
元
で
は
一
九
六

O
年
噴
か
ら
「
ぽ
つ
ぽ
つ
埋
立
て
の
話
し
が
持
上
り
」
、
ま
だ
具
体
的
な
計
画
が
立
っ
て

い
な
い
段
階
で
あ
っ
た
六
一
年
八
月
に
、
県
か
ら
漁
業
権
放
棄
の
申
入
れ
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
初
め
て
、
富
津
埋
立
て
問

題
が
地
域
社
会
に
現
実
的
な
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
埋
立
て
計
画
の
推
移
で
示
さ
れ
た
よ

う
に
、
埋
立
て
計
画
が
具
体
化
し
な
い
な
か
で
、
当
初
は
埋
立
て
問
題
は
地
域
社
会
で
は
そ
れ
ほ
ど
具
体
的
な
動
き
と
し
て
は
あ
ら

わ
れ
な
か
っ
た
。
埋
立
問
題
が
、
富
津
地
域
の
漁
民
に
深
刻
さ
を
引
き
起
こ
す
の
は
六

0
年
代
の
後
半
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

当
時
、
富
津
地
域
に
は
、
青
堀
漁
協
（
組
合
員
三
三
五
名
）
、
青
堀
南
部
漁
協
ハ
同
二
六
七
名
）
、
新
井
漁
協
（
同
六
六
名
）
、
富
津

漁
協
（
同
七
三
四
名
）
の
四
漁
協
が
存
在
し
、
そ
こ
に
所
属
す
る
一
四

O
二
名
の
組
合
員
と
そ
の
家
族
が
漁
業
に
よ
っ
て
生
活
を
維

持
し
て
い
た
。
以
下
、
富
津
漁
協
の
漁
業
権
放
棄
を
め
ぐ
る
漁
民
の
対
応
を
中
心
に
み
て
い
こ
う
。

富
津
漁
協
（
組
合
員
七
三
四
名
）
で
は
、
埋
立
て
の
話
し
が
持
ち
上
っ
た
段
階
の
一
九
六

O
年
一

O
月
に
第
一
区
か
ら
第
五
区
ま

で
の
各
区
か
ら
選
出
し
た
委
員
（
三
七
名
）
と
当
時
の
漁
協
役
員
全
員
（
六
名
〉
計
四
三
名
に
よ
っ
て
「
埋
立
研
究
委
員
会
」
を
設

置
し
、
埋
立
問
題
に
対
す
る
漁
協
の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

一
一
月
下
旬
に
、
組
合
員
二
ニ
八
名
の
要
求
に
よ
っ
て
、
「
埋
立
に

関
す
る
状
況
説
明
」
の
た
め
の
臨
時
総
会
の
開
催
、
翌
六
一
年
一
月
に
委
員
と
業
者
に
よ
る
説
明
懇
談
会
の
開
催
、
な
ど
が
行
な
わ

れ
た
り
し
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
六
一
年
八
月
、
県
か
ら
最
初
の
漁
業
権
放
棄
の
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
た
。



し
か
し
、
富
津
埋
立
て
の
具
体
的
な
計
画
が
策
定
さ
れ
な
い
な
か
で
、
埋
立
て
問
題
に
対
す
る
「
研
究
期
間
」
と
称
す
る
時
期
が

－六
年
余
り
続
い
た
ハ
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
間
に
漁
業
権
放
棄
に
向
け
て
の
工
作
が
進
展
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
〉
。

六
六
年
に
入
っ
て
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
東
電
、
国
土
総
合
開
発
の
分
譲
申
請
、
一
戸
一
井
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
の
進
出
表
明
、
富
津

埋
立
て
の
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
る
な
か
で
、
急
速
に
埋
立
て
漁
業
権
放
棄
問
題
が
具
体
化
し
、
六
七
年
三
月
一

O
日
、
知
事
よ
り

再
び
漁
業
権
一
部
放
棄
の
申
入
れ
が
富
津
漁
協
に
な
さ
れ
た
。

富
津
漁
協
は
、
三
月
二
一
日
臨
時
総
会
で
、
「
補
償
そ
の
他
の
交
渉
に
応
ず
る
」
こ
と
を
決
定
、
四
月
一
日
に
は
六
一
名
か
ら
な

る
交
渉
委
員
会
を
設
置
、

一
八
日
、
県
に
「
補
償
交
渉
に
応
ず
る
」
こ
と
を
回
答
し
た
。

交
渉
委
員
は
、
す
で
に
漁
業
権
放
棄
を
行
な
っ
て
い
た
内
湾
の
漁
協
（
代
宿
、
久
保
田
、
桜
井
、
坂
田
、
君
津
）
に
つ
い
て
、

ω

補
償
金
受
領
後
に
お
け
る
漁
民
の
心
情
・
就
業
状
況
・
生
活
な
ど
の
実
態
、

ω職
業
対
策
、
等
の
視
察
を
行
な
っ
た
。

ま
た
、
五
月
の
定
期
総
会
に
お
い
て
、
「
組
合
員
の
旧
債
整
理
を
行
な
い
借
金
を
ま
と
め
る
こ
と
で
精
神
的
に
荷
を
軽
く
し
、
組

“遅れてきた開発”．と地域社会

合
員
の
家
庭
経
理
を
簡
明
に
」
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
系
統
金
融
機
関
で
あ
る
千
葉
県
信
漁
速
か
ら
五
億
一
二
六
三
万
五

O
O
O円

の
特
別
融
資
を
「
突
然
の
よ
う
に
発
表
」
し
た
。
こ
の
特
別
融
資
は
、
「
期
日
を
過
ぎ
て
書
替
え
利
息
の
調
達
に
追
わ
れ
、
結
果
的

に
は
交
渉
の
早
か
ら
ん
こ
と
を
切
望
す
る
傾
向
を
、
多
少
な
り
と
も
生
ぜ
し
め
た
も
の
で
は
な
い
か
」
と
こ
の
年
の
漁
協
の
「
事
業

報
告
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
漁
業
権
放
棄
に
向
け
て
の
促
進
機
能
を
果
し
た
。
そ
こ
に
は
、
当
時
の
漁
協
幹
部
の
漁
業
権

放
棄
・
埋
立
承
認
の
姿
勢
が
明
ら
か
に
読
み
と
れ
る
。

以
後
、
漁
業
権
放
棄
、
補
償
金
交
渉
に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
と
な
る
。
六
七
年
一
二
月
に
、
各
区
ご
と
に
公
聴
会
が
聞
か
れ
、
そ

こ
で
漁
業
権
の
一
部
放
棄
か
全
面
放
棄
が
の
記
名
投
票
が
行
な
わ
れ
（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
じ
て

全
面
放
棄
六
六

一
部
放
棄
六
八
票
、
の
結
果
が
で
て
、
全
面
放
棄
の
方
針
で
県
と
の
交
渉
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
六
八
年
三
月
に
、
再

七
三
四
名
中
、
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六首相、



び
各
区
ご
と
の
公
聴
会
を
聞
き
「
漁
業
権
放
棄
・
埋
立
て
を
や
る
、
だ
め
」
の
無
記
名
投
票
が
行
な
わ
れ
た
。
結
果
は
「
可
」
と
す

る
も
の
五
五
五
票
（
七
五
・
六
%
〉
、

「
否
」
と
す
る
も
の
一
七
三
票
（
二
三
・
六
%
）
無
効
・
棄
権
六
票
、
で
あ
っ
た
。

六
八
年
五
月
、
県
は
、
漁
業
権
補
償
金
総
額
六
三
億
三
六

O
O万
円
強
を
提
示
し
、
再
度
、
正
式
な
漁
業
権
放
棄
の
申
し
入
れ
を
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行
な
っ
て
き
た
。

こ
の
間
、
組
合
員
か
ら
は
、
海
苔
を
も
う
数
年
（
一
、
二
年
、
四
六
人
、

三
年
一
八
人
、

五
年
二
人
）
続
け
た
い
。
「
土
地
を
も

ら
い
た
い
（
三

O
坪
一
人
、
二

O
O坪
一
人
）
」
「
さ
ら
に
条
件
を
良
く
す
る
交
渉
を
」
「
補
償
額
一
人
一
一
一

O
O万
円
を
確
保
せ
よ
」

「
転
業
対
策
を
確
立
せ
よ
」
、
「
青
堀
地
区
の
あ
と
で
」
な
ど
の
意
見
や
要
望
が
だ
さ
れ
、
ま
た
、
第
三
区
か
ら
は

ω知
事
交
渉
に
お

い
て
補
償
金
の
増
額
を
、

ω区
画
漁
業
権
の
短
期
免
許
契
約
を
、

ω老
令
者
の
小
型
船
舶
操
縦
士
の
免
許
に
つ
い
て
は
経
験
年
数
を

考
慮
し
優
遇
を
、
と
い
う
「
総
合
的
条
件
」
が
出
さ
れ
て
い
た
。

交
渉
は
、
補
償
金
額
の
若
干
の
上
積
み
（
総
額
七

O
億
八
三
三
万
円
）
と
、
埋
立
地
一

O
O坪
を
原
価
よ
り
安
く
払
い
下
げ
る

（
こ
の
土
地
の
件
に
つ
い
て
は
、
七
七
年
、
県
が
三

O
O万
円
で
買
取
る
と
い
う
形
で
金
銭
解
決
し
た
て
と
い
う
こ
と
で
、

六
八
年
一

O
月
一
一
一
一
日
の
臨
時
総
会
で
漁
業
権
放
棄
を
決
定
し
た
。

臨
時
総
会
は
、
組
合
が
県
と
の
補
償
交
渉
の
た
め
に
仲
立
ち
を
依
頼
し
た
浜
田
幸
一
県
議
（
当
時
）
と
佐
久
間
清
富
津
町
長
（
当

時
、
初
代
富
津
市
長
）
が
〈
臨
席
〉
し
、
組
合
員
も
七
三
四
人
中
七
二
六
人
の
出
席
〈
欠
席
者
八
）
の
も
と
で
聞
か
れ
た
。
漁
業
権

放
棄
を
決
定
す
る
「
漁
業
権
区
第
二

O
号
、
共
第
一
一
一
六
号
、
及
び
入
漁
権
区
第
一
一
号
、
区
第
一
二
号
の
放
棄
に
つ
い
て
同
意
を

求
め
る
件
」
の
議
案
第
一
号
の
無
記
名
投
票
の
結
果
は
、
原
案
賛
成
四
九
四
票
（
六
八
・

O
M）
、
反
対
二
二
六
票
（
一
三
・
一

%
〉
、
無
効
六
票
で
あ
っ
た
。
漁
業
権
放
棄
は
重
要
事
項
と
し
て
、
出
席
組
合
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
も
の
で 九

あ
り
、
結
果
は
三
分
の
二
を
わ
ず
か
に
上
ま
わ
る
菓
（
九
百
さ
で
あ
り
、
規
定
上
は
原
案
は
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
議
長
は
反



対
棄
に
は
埋
立
て
そ
の
も
の
に
対
す
る
反
対
で
は
な
く
、
「
補
償
金
配
分
の
方
法
や
扱
い
な
ど
に
不
満
が
あ
る
」
と
い
う
発
言
も
あ

る
と
し
て
「
そ
の
あ
た
り
の
調
整
を
県
と
の
交
渉
で
解
決
す
る
こ
と
の
約
束
」
で
、
再
度
反
対
者
の
挙
手
を
求
め
、
「
一
瞬
の
静
止
、

聞
を
感
じ
な
い
沈
黙
」
の
な
か
で
、
議
長
の
「
：
：
：
再
度
審
議
い
た
だ
き
、
満
場
一
致
を
も
っ
て
、
全
員
の
同
意
を
頂
き
ま
し
た
こ

と
を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
の
宣
言
で
、
漁
業
権
放
棄
を
可
決
し
た
の
で
あ
る
。

一
一
月
二
七
日
に
、
県
と
漁
業
権
放
棄
の
調
印
式
を
行
な
い
、
補
償
金
の
配
分
、
区
画
整
理
事
業
を
行
な

以
降
、
富
津
漁
協
は
、

ぃ
、
明
治
三
五
年
（
一
九
O
二
年
〉
か
ら
の
組
織
の
幕
を
と
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
過
程
で
見
ら
れ
る
漁
民
社
会
の
特
徴
は
、
意
志
決
定
に
お
け
る
記
名
投
票
や
挙
手
の
場
合
と
、
無
記
名
投
票
の
場
合
と
の
結

果
、の

落
差
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
内
心
は
反
対
で
あ
る
が
、
執
行
部
提
案
に
は
、
と
い
う
こ
と
は
有
力
者
に
対
し
て
の
批
判
・
反
対

は
「
名
前
が
わ
か
る
形
で
は
出
し
に
く
い
、
出
せ
な
い
」
と
い
う
一
種
の
共
同
体
規
制
の
働
き
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
直
接
の
当
事
者
ぜ
な
い
、
つ
ま
り
漁
民
、
漁
協
の
組
合
員
で
な
い
地
域
社
会
の
有
力
者
が
、
県
と
の
交
渉
に
介
在
し
て
く

る
こ
と
で
あ
る
。
富
津
漁
協
の
場
合
、
み
た
よ
う
に
、
浜
田
県
議
、
佐
久
間
町
長
が
漁
協
の
依
頼
で
仲
立
人
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

会批
た
し
、
青
蝿
南
部
漁
協
の
場
合
に
も
、
町
長
が
補
償
金
を
「
増
額
さ
せ
る
か
ら
」
と
か
、
浜
田
県
議
が
「
俺
の
責
任
で
土
地
一

O
O

－

－
 

川
一
坪
を
と
っ
て
く
る
」
と
か
発
言
し
て
、
漁
業
権
放
棄
に
向
け
て
漁
民
を
説
得
す
る
方
向
で
動
い
て
い
た
。

発関た寺
Cてれ遅

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
て
富
津
漁
協
の
漁
民
は
漁
業
権
全
面
放
棄
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
他
の
三
漁
協
（
青
堀
、
車
問

堀
南
部
、
新
井
）
の
漁
民
も
、
七

O
年
二
月
一
八
日
に
は
、
漁
業
権
全
面
放
棄
を
行
な
い
、
富
津
漁
民
の
富
津
埋
立
て
に
対
す
る
第

一
段
階
の
対
応
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
四
漁
協
は
清
算
過
程
に
入
り
、
形
式
的
に
は
後
に
見
る
よ
う
に
全
富
津
漁
協
に
継
続

さ
れ
る
新
井
漁
協
を
除
い
て
、
車
問
堀
漁
協
が
入

O
年
三
月
、
青
堀
南
部
漁
協
が
同
年
五
月
、
富
津
漁
協
が
八
一
年
一
一
月
に
、
そ
れ

ぞ
れ
解
散
し
、

一
建
の
碑
が
残
っ
た
。
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漁協別補償額（単位1,000円〉

｜酔漁協｜新井漁協｜青鋸南部漁協｜刊漁協 I4漁協計

組合員数 734名 66名 267名 335名 l, 402名

区画漁業権 6,876,031 666,138 3,296,115 3,869,816 14,708,1,0 

共同 // 1,477,864 47,578 182,561 253,207 1,961,210 

f中魚 ，， 1,267,370 25,137 214,569 360,602 1,867,678 

計 9, 621,.265 738,853 3,693,245 4,483,425 18,636,988 

一組合員平均 13, 108 11, 195 13,833 13,384 13,290 

表2-1

な
お
、
青
堀
漁
協
の
漁
民
の
埋
立
て
問
題
に
対
す
る
対
応
は
、
後
の
漁
民
の
動
向
と
大
き
く
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関
わ
る
点
が
あ
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
一
言
ふ
れ
て
お
こ
う
。

印！？考〕他IC貝仲介業他8業務IC対して間後損失見舞金として約9,600万円支払‘う。

青
堀
漁
協
に
は
、
当
初
、
「
浅
海
養
殖
研
究
会
」
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
埋
立
て
・
漁
業
権

放
棄
に
強
い
反
対
を
示
す
漁
民
が
比
較
的
多
く
存
在
し
て
い
た
。
彼
ら
は
〈
埋
立
て
反
対
の
手

段
と
し
て
〉
海
苔
養
殖
の
代
替
漁
場
を
要
求
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
県
当
局
は
新
漁
場

の
開
発
申
し
入
れ
、
富
津
岬
南
側
下
州
で
の
漁
場
開
発
・
試
験
操
業
を
「
浅
海
養
殖
研
究
会
」

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
し
て
行
な
っ
た
。
六
九
年
の
試
験
操
業
の
結
果
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
新
漁
場
と
し
て
の
見
通
し
が
た
つ
て
、
漁
業
放
棄
の
方
向
に
向
う
結
果
と
な
っ
た
。

富
津
地
域
四
漁
協
の
漁
業
権
全
面
放
棄
に
伴
な
う
補
償
金
額
は
表
2
1
1
の
と
お
り
で
あ

る
。
な
お
、
富
津
漁
協
の
漁
業
補
償
額
は
、
三
漁
協
の
妥
決
後
、
増
額
さ
れ
て
い
る
。

（※
）
本
節
の
叙
述
は
、
主
に
富
津
漁
協
編
『
富
津
漁
業
の
歴
史
』
（
「
九
八
一
年
）
及
び
、
現
地
で
の

市
役
所
、
漁
業
関
係
者
の
間
取
り
調
査
、
に
よ
る
。

（1
）
同
右
『
禽
津
漁
業
の
歴
史
』
二
九
七
ペ
ー
ジ
。

三
、
地
域
社
会
の
変
様
過
程

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
京
葉
臨
海
工
業
地
帯
形
成
、
な
か
で
も
隣
接
地
へ
の
世
界
最

大
級
の
製
鉄
所
、
新
日
鉄
君
津
製
鉄
所
の
進
出
・
操
業
と
富
津
埋
立
開
発
計
画
を
直
接
的
契
機

と
す
る
漁
業
の
縮
少
再
編
は
、
富
津
の
地
域
社
会
を
大
き
く
変
容
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ



た。
ま
ず
、
自
治
体
行
政
サ
イ
ド
で
は
埋
立
開
発
計
画
の
い
く
た
び
か
の
変
更
に
振
り
回
わ
さ
れ
な
が
ら
も
、
県
計
画
の
か
か
げ
る
流

通
加
工
業
の
振
興
、
雇
用
機
会
の
増
大
、
都
市
基
盤
の
整
備
、
富
津
市
の
直
面
す
る
地
域
経
済
格
差
の
是
正
、
な
ど
の
地
域
に
直
接

か
か
わ
る
「
埋
立
の
目
標
」
の
も
と
で
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
旧
富
津
町
、
大
佐
和
町
、
天
羽
町
の
三
町
合
併
を
行
な
い
（
七
一
年

四
月
）
市
制
を
施
行
（
同
年
九
月
〉
し
た
。
そ
し
て
埋
立
地
工
業
開
発
を
軸
と
し
た
「
太
陽
と
海
と
緑
の
明
る
い
田
園
工
業
都
市
」

．
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
「
五
ヶ
年
計
画
」
つ
い
で
コ
ニ
ヶ
年
計
画
」
を
策
定
し
た
。
し
か
し
、
日
本
経
済
の
長
期
不
況
へ
の
突
入
、

“遅れてきた開発”と地域社会

富
津
埋
立
事
業
の
変
更
、
大
幅
な
遅
延
の
も
と
で
ほ
と
ん
ど
「
計
画
」
は
現
実
化
し
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
地
形
的
に
も
産
業
的
に

も
大
き
く
異
な
り
、
内
在
的
必
黙
性
を
持
た
な
か
っ
た
三
町
合
併
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
結
合
さ
れ
た
行
政
単
位
、
〈
地
域
社
会
〉

と
し
て
構
成
さ
れ
ず
、
旧
三
町
の
独
自
性
を
保
持
し
た
ま
ま
の
連
合
体
に
す
ぎ
な
い
、
富
津
市
を
持
続
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
新
日
鉄
と
い
う
巨
大
企
業
進
出
の
影
響
の
あ
り
方
、
産
業
間
と
く
に
農
漁
業
の
振
興
を
め
ぐ
っ
て
、
加
え
て
埋
立
に

よ
る
漁
業
再
編
に
よ
る
漁
業
者
間
あ
る
い
は
漁
業
継
続
者
と
転
業
者
と
の
聞
の
対
立
と
矛
盾
を
複
雑
に
は
ら
み
な
が
ら
、
地
区
間
の

対
立
・
矛
盾
は
深
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
矛
盾
の
象
徴
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
合
併
後
一

O
年
以
上
経
過
し
た
現
在
も
市
庁
舎
建
設
地
の
合
意
が
な
さ
れ
な
い

一
九
七
九
年
の
市
長
選
挙
に
五
人
が
立
候
補
し
て
、
五
人
と
も
有
効
得
票
数
が
得
ら
れ
ず
再
選
挙
に
な
る
、
と
い
う
日
本

こ
と
や
、

の
市
長
選
挙
史
上
例
の
な
い
事
態
が
生
じ
た
、
。
こ
と
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
と
に
も
か
く
に
も
、
東
電
の
火
力
発
電
所
の
建
設
以
外
、
具
体
的
な
埋
立
地
利
用
、
進
出
企
業
が
決
定
し
て
い
な
い
と

は
い
え
、
七
八
年
四
月
よ
り
八
五
年
完
成
を
目
指
し
て
埋
立
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
、
富
津
市
行
政
に
新
た
な
対
応
を
迫
る
こ
と
と
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な
っ
た
。
市
は
再
び
七
九
年
三
月
、
埋
立
工
業
開
発
を
軸
と
し
た
新
た
な
「
富
津
市
総
合
計
画
」
｜
基
本
構
想
（
昭
和
五
四
J
六
五



年
度
）
、
基
本
計
画
（
昭
和
五
四
J
六
0
年
度
）
ー
を
策
定
し
、
新
た
な
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
基
本
的
構
想
は
、

富
津
地
区
を
大
規
模
工
業
開
発
地
区
と
し
、
大
佐
和
、
天
羽
地
区
は
そ
の
後
背
地
と
し
て
住
宅
・
宅
地
開
発
を
行
な
い
、
加
え
て
、

長
い
海
岸
線
と
山
間
部
を
観
光
開
発
し
、
相
互
に
機
能
分
担
し
て
、
「
太
陽
と
海
と
緑
の
明
る
い
田
園
工
業
都
市
」
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
富
津
市
、
と
く
に
旧
富
津
町
地
域
は
、
新
日
鉄
の
君
津
製
鉄
所
の
進
出
・
稼
動
、
そ
し
て
富
津
埋
立
開
発
計
画
の
な
か

で
ど
の
よ
う
な
変
化
を
み
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
〈
地
域
社
会
〉
に
焦
点
を
あ
て
て
み
て
み
よ
う
。
な
お
、
合
併
が
あ
っ
た
た

め
、
資
料
的
に
は
旧
富
津
地
域
と
表
示
の
み
の
デ
l
タ
で
分
析
で
き
な
い
部
分
も
多
く
あ
り
、
富
津
市
単
位
に
な
る
場
合
も
あ
る
が

可
能
な
限
り
旧
富
津
地
域
、
と
く
に
漁
業
地
域
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
し
よ
う
。

人
口
、
産
業
・
就
業
構
成
の
変
化

富
津
地
域
（
社
会
〉
の
変
容
を
、
ま
ず
、
人
口
、
産
業
・
就
業
構
成
の
変
化
に
よ
っ
て
み
て
み
よ
う
。

〔
人
口
〕

‘一
九
五

O
年
以
降
、
停
滞
な
い
し
漸
減
を
つ
づ
け
て
い
た
富
津
地
域
の
人
に
は
、
六
五
年
か
ら
七

O
年
に
か
け
て
三

O

O
O人
強
、
七

O
1七
五
年
か
け
て
は
二

O
O
O人
の
増
加
で
、
六
五
｜
七
五
年
の
一

0
年
間
に
三

O
%の
人
口
増
を
み
た
。
し
か

し
、
七
五
｜
八

O
年
に
は
再
び
若
干
の
減
少
を
み
た
〈
表
3
1
1
）
。
こ
の
動
き
は
住
民
登
録
人
口
に
よ
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
人
口

増
が
顕
著
に
み
ら
れ
た
の
は
六
七
年
か
ら
七
七
年
ま
で
で
あ
る
。
と
く
に
、
こ
れ
は
富
津
市
域
の
数
字
で
あ
る
が
、
六
八
年
か
ら
七

四
年
に
か
け
て
は
二
万
五

O
O
O人
近
く
の
転
入
者
が
あ
り
、
年
平
均
三
五

O
O強
の
増
加
で
、
そ
れ
ま
で
の
一
五

O
O人
前
後
の

増
加
を
大
き
く
上
ま
わ
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
、
も
ち
ろ
ん
自
然
増
も
あ
っ
た
が
、
社
会
増
に
よ
る
人
口
増
が
富
津

地
域
で
顕
著
に
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
七
五
年
以
降
は
転
入
数
を
上
ま
わ
る
転
出
数
が
み
ら
れ
社
会
減
に
転
じ
、
そ
れ
は

1 



“遅れてきた開発”と地域社会

表3-1 人口の推移〈国勢調査〉

J 1950年 J 1955年 J1960年 J 1965年 J1970年い975年 J 1980年

現富津市域 I 52, 157 I 51, 531 I 49, 762 I 48. 478 I 52, 034 I 56, 649 I 56. 102 
富津地域 I 16,864 I 16,854 I 16,567 I 16,445 I 19,473 I 21,478 I 21,436 
大佐和地域 I14, 998 I 14, 526 I 14, o叩 I13,971 I 14,849 I 16,917 I 16,656 
天羽地域 I 20,295 I 20,151 I 19, 136 I 18,062 I 17,667 I 18,254 I 18,010 

表3-2 宮地地域年令別人口の変化（1965ー70年コーホート）

~~~J- r年 I 1捕時 ｜ 即男時 1(19塑・70)

女

日 畔 l1970年 b9摂70)

0-4才 ・．． 837 837 ・．． 776 776 

5-9 640 751 11 667 802 135 

10-14 711 789 78 715 760 45 

15-19 832 877 45 884 809 企75

20-24 831 940 109 831 915 84 

25-29 561 818 256 670 796 126 

30-34 638 862 224 607 731 124 

35-39 653 835 182 630 713 83 

40-44 590 719 129 621 663 42 

45-49 409 488 79 517 548 31 

!?0-55 363 404 41 496 503 7 

55-59 369 380 21 440 438 企2

60-64 375 357 企18 416 390 626 

65-69 339 293 企46 363 826 "-37 

70-ー74 259 207 企52 287 284 63 

75-79 147 102 企45 174 143 "-31 

80才以上 155 72 企83 255 145 企110

合計 7,828 9,371 1,543 8,573 9,742 l, 169 
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富津地域入居時期別人口構成（1970年）

〈国勢調査〉

割合（%）

男 。 女 男女計 ｜ 男 女前住地 男女計｜

人口総数 19,473 9,731 9,742 100.0 

出生時から 8,577 5,069 3,506 44. 52.1 36.0 

1964年以前 5,816 1,945 3,871 29. 20. 0 39.7 

65.1～ 2,584 1,276 1,308 (100.0)13. (100.0)13. 1 (100.0)13. 4 
69.9 

うち県市町内村他 715 316 399 (27. 7) (24.8) (30. 5) 

県外 847 498 349 (32. 8) (39.0) (26.7) 

69.10～ 2,458 1,429 1,029 (100.0)12. 6(100.0)14. 7 (100.0)10. 6 
70.9 

うち県市町内他村 469 250 219 (19. 1) (17. 5) (21. 3) 

県外 1,457 902 555 (59.3) (63.1) (53.9) 
－ーーー－－－ー噌唱“噌噌・..噌色色4・・・. 唱．．唱唱．唱．『...，，唱・，．．喝唱ー・ ’『由噌ーー...・・・・・・ー・唱ー・噌 －ー・・・唱噌a・ーー.....唱噌晦・ーー ーーーー・・・・・・ー・．．．．，，喧喧唱 ・・ーーーー，’‘ーー－－・・・・唱4・....・・・・・ーー・ーー噌・・ー・・....，噌

65～69 1,022 462 560 (39.6) (36.2) (42.8) 

69～70 540 275 255 (21. 6) (19. 2) (24.8) 

表3-3

七
七
｜
七
九
年
に
か
け
て
は
自
然
場
分
を
も
上
ま
わ
り
、

再
び
人
口
減
を
引
き
起
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
七

O
年
前
後
に
増
加
し
た
人
口
に
は
ど
の
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よ
う
な
特
色
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
六
五
年
と
七

O
年
の
男
女
年
令
別
人
口
を
コ

l
ホ

l
ト
（
同
時
出
生
集
団
〉
で
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
（
表

3
1
2
）
、
増
加
人
口
の
多
く
は
、
六
五
年
l
七
O
年
に

出
生
な
い
し
移
動
し
て
き
た
部
分
で
あ
る
七

O
年
時
の

O

ー
四
才
人
口
を
除
け
ば
、
そ
の
多
く
は
、
男
子
二

0
1

九
才
の
青
壮
年
層
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
七

O
年
国
勢
調
査
の
入
居
時
期
別
人
口
の
結
果
を

み
る
な
ら
ば
（
表
3
1
3
1

一
三
%
が
六
五
年
一
月
か

ら
六
九
年
の
九
月
の
聞
に
、
そ
し
て
男
子
の
一
五
%
、
女

子
の
一
一
克
が
六
九
年
一

O
月
か
ら
七

O
年
九
月
ま
で
の

一
年
間
に
入
居
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
移
動
前
居

住
地
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
六
五
年
｜
六
九

年
の
移
動
者
は
男
子
よ
り
も
女
子
が
若
干
多
く
、
六
九
年

一
O
月
か
ら
十

O
年
九
月
の
一
年
間
で
、
六
五

l
六
九
年



の
約
四
年
間
の
転
入
者
と
ほ
ぼ
同
数
の
転
入
者
が
あ
り
、
男
子
の
方
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、
移
動
前
居
住
地
を
み
る
な
ら
ば
、
六

五
｜
六
九
年
に
は
、
男
子
は
県
外
、
自
町
内
、
県
内
他
市
町
村
内
の
順
で
、
女
子
は
自
町
内
、
県
内
他
市
町
村
、
県
外
の
順
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
六
九
年
一

O
月
か
ら
七

O
年
九
月
の
一
年
間
で
は
、
男
女
と
も
県
外
の
居
住
者
で
あ
っ
た
も
の
が
半
数
を
超
し
た
。

そ
し
て
県
外
か
ら
の
転
入
者
の
六
割
以
上
は
男
子
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
富
津
地
域
の
人
口
に
は
、
隣
接
の
君
津
製
鉄
所
稼
動
が
本
格
的
に
な
っ
た
六
八
年
以
降
、
男
子
青
壮
年
層
と
そ

の
家
族
（
萎
と
幼
年
子
女
）
を
中
心
と
し
て
、
県
外
か
ら
の
流
入
人
口
が
増
大
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
経
済
が
不
況
に
入

り
、
君
津
製
鉄
所
の
稼
動
率
も
低
下
し
始
め
た
七
五
年
以
降
は
、
転
入
人
口
は
大
幅
に
減
少
し
、
再
び
人
口
の
停
滞
・
減
少
傾
向
に

入
る
こ
と
と
な
っ
た
。富

津
地
域
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
六

0
年
代
半
ば
ま
で
は
農
業
・
漁
業
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

で
は
み
る
べ
き
第
二
次
、
第
三
次
は
な
か
っ
た
。
事
業
所
統
計
に
よ
れ
ば
富
津
地
域
内
の
一
九
六

O
年
に
は
事
業
所
数
五
三
人
、
従

〔
産
業
構
成
〕

“遅れてきた開発”と地域社会

業
者
数
一
八
九
八
人
、
う
ち
製
造
業
は
四
五
事
業
所
、
従
業
者
四
六
三
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
事
業
所
・
就
業
者
数
と
も

徐
々
に
増
加
し
た
と
は
い
え
、
六
六
年
調
査
で
は
、
六

O
年
対
比
で
事
業
所
数
で
一
・
一
四
倍
、
従
業
者
数
で
一
・
四
倍
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
、
六
六
年
か
ら
六
九
年
の
三
年
間
に
事
業
所
数
で
二

O
O近
く
、
従
業
者
数
で
二

O
O
O人
近
く
と
大
幅
に
増
加
し

た
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
事
業
所
で
は
却
売
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
り
、
従
業
者
数
で
は
サ
ー
ビ
ス
業
、
卸
売
・
小
売
業
、

製
造
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
変
化
を
、
富
津
地
域
の
み
の
デ
ー
タ
は
な
い
の
で
富
津
市
域
で
み
る
な
ら
ば
、
事
業
所
は
六
九
年
か

ら
七
五
年
に
か
け
て
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
製
造
業
を
中
心
に
減
少
傾
向
に
入
り
、
七
五
年
以
降
再
び
若
干
の
増
加
傾
向
を
み
せ
て
き
て

い
る
。
従
業
者
数
で
は
、
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
、
建
設
業
を
中
心
に
七
二
年
ま
で
増
加
傾
向
が
つ
づ
い
て
い
た
が
、
全
国
的
に
石

油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
の
出
た
七
五
年
に
は
製
造
業
を
中
心
に
大
幅
に
減
少
し
た
（
従
業
者
数
は
全
体
で
七
二
年
の
九

O
Z、
製
造
業
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事業所・従業者数の推移〈事業所統計〉

事業所数 従業者数

総数 うち ｜ 1鰭｜サーピ
叫み｜製餓｜祭実業｜蒜ピ建設業製造業｜ 業ス業

1960年 l, 748 149! 136 933 6,238 311 1剥 2：：~ I，捌(538) (38) (45) (328) (4 (756 

1963 t6i:J 162 154 997 7,734 X l, 890 2. 49 l, 879 
(55) (45) (349) ( (2,322) (215) (482) (838 

1966 h~i~ 195 160 1,050 9, 155 840 2, 216 3, 259 2, 156 
(75) (53) (381) ( (2,722) (380) (500) (989) 

1969 
2,224 225 169 1,105 11, 139i l, 111 ~:,I84 3. 302 2. 883 
(898) (106) (54) (424) ( (3,911) (531) 5) (1,312) 

1972 2,198 250 154 l, 161 511 12,697 1,630 3,492 3,660 2,485 

1975 2,120 

計
151 l, 128 502 11. 486 1,365 2,422 3,711 

1978 2,330 187 1.216 543 12,875 1,473 2,748 4,134 3. 

1981 2,488 165 1. 281 545 13.922 1.894 2,569 4,709 

富津市表3-4

は
六
九
%
、
減
少
し
た
従
業
数
の
八
八
%
が
製
造
業
の
従
業
員
で
あ

る
）
。
そ
の
後
は
、
卸
売
・
小
売
業
と
建
設
業
の
従
業
者
は
増
勢
を
続

け
て
い
る
が
、
製
造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
は
八
一
年
に
な
っ
て
再
び
減
少
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し
た
ハ
表
3
1
4
1

と
こ
ろ
で
、
富
津
市
域
の
事
業
所
は
、
個
人
経
営
が
六
割
以
上
を
占

め
、
小
規
模
・
零
細
な
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
三

O
人
以
上
の
民
営
事

業
所
は
五
五
し
か
な
く
、
そ
の
う
ち
三

O
O人
以
上
規
模
は

O
、
五

O

J
ニ
九
九
人
規
模
が
一
九
あ
る
に
す
ぎ
な
い
（
一
九
八
一
年
事
業
所
統

計
調
査
）
。

工
業
統
計
に
よ
れ
ば
富
津
市
域
に
お
け
る
製
造
工
業
は
、
七

0
年
代

前
半
ま
で
は
事
業
所
数
、
一
二

O
、
従
業
者
数
二
一
ニ

O
O人
台
を
前
後

し
て
い
た
が
、
七
四
｜
七
七
年
に
か
け
て
は
従
業
者
数
が
二

O
O
O人

（ ）内は'iir津地核

を
割
る
と
い
う
低
迷
を
つ
づ
け
、
七
八
年
以
降
、
事
業
所
数
は
一
五

O

台
に
増
加
し
、
従
業
者
数
は
ニ
三

O
O人
前
後
中
で
回
復
し
て
き
た
。

事
業
所
の
規
模
は
や
は
り
小
零
細
な
も
の
が
多
く
、
三
人
以
下
が
全
体

の
三
割
強
も
存
在
し
、
他
方
、

一ニ
O
人
以
上
規
模
の
も
の
は
一
七
事
業

所
（
一
一
%
）
し
か
な
く
、
そ
の
う
ち
一

0
0
1三
O
O人
規
模
の
も
の

〔俄考〕

は
わ
ず
か
三
事
業
所
だ
け
で
あ
り
、
一
一
一

O
O人
以
上
規
模
の
も
の
は

O



“連れてきた開発”と地域社会

富津地域産業別従業者数の推移〈国勢調査〉

笑数 構成比

1960年1196咋 11970年11975年1980年196叫965年：1970年1197吋1980年

第 1次産業 5,762 4,806 3,362 2,914 2,.548 67.5 58.5 32.5 29.3 24.5 

うち農業 2,700 2,184 1,530 l, 042 987 31. 6 26.6 14.8 10.5 9.5 

漁業 3,061 2,617 2,832 1,870 1,561 35.9 31. 8 27.4 18.8 15.0 

第2次産業 873 1,130 2,370 2,622 3,082 10.2 13.7 22.9 26.4 29.6 

うち建設業 244 340 1,356 1,441 1,501 2.9 4.1 13.1 14.5 14.4 

製造業 614 770 1,010 1,172 1,566 7.2 9.4 9.8 11. 8 15.1 

第3次産業 1,893 2,282 3,591 4,381 4,760 22.2 27.8 34.7 44.1 45.8 

うち卸小売売業・ 946 1,049 1,482 l, 724 1,973 11. 1 12.8 13.8 17.4 19.0 

運輸通信業 174 296 776 l, 021 893 2.0 3.6 7.5 10.3 8.6 

ザーピス業 617 701 1,070 1,167 1,397 7.2 8.5 10.3 11.8 13.4 

合計 8,535 8,220 10,350 9,929 10,400 100.。100.。100.0 100.。100,0 

表3-5

で
あ
る
。
主
な
業
種
は
古
く
か
ら
続
い
て
い
る
中
小
規
模
の
醤
油
、
酒

の
醸
造
業
を
中
心
と
し
た
食
料
品
（
事
業
所
数
五
四
、
従
業
者
数
回
七

六
、
出
荷
額
等
三
六
億
円
強
）
、
近
年
増
加
し
て
き
た
一
般
機
械
（
問
、

二
ハ
、
三
一
九
人
、
四
二
億
円
強
）
、
精
密
機
械
（
問
、
九
、
六
五
六
人
、

二
九
億
円
弱
〉
な
ど
で
あ
る
（
以
上
、
八

O
年
工
業
統
計
調
査
結
果
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
富
津
地
域
、
富
津
市
域
に
お
け
る
第
二
次
、
第
三

次
産
業
は
六

0
年
代
に
拡
大
し
て
き
た
と
は
い
え
、
小
零
細
な
も
の
が

多
く
、
景
気
変
動
の
波
に
ゆ
ら
れ
て
、
未
だ
不
安
定
な
状
態
で
あ
る
。

君
津
製
鉄
所
の
建
設
、
稼
動
と
と
も
に
そ
の
関
連
下
請
・
孫
請
企
業
と

い
え
る
若
干
の
中
小
企
業
が
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
に
設
立
さ

れ
た
が
、
そ
の
数
も
少
な
く
経
営
の
安
定
度
も
低
い
状
態
で
あ
る
。

他
方
、
第
一
次
産
業
は
、
畜
産
、
e

米
、
野
菜
を
中
心
と
し
て
展
開
さ

れ
て
き
た
が
、
農
家
数
は
専
業
農
家
と
第
一
種
兼
業
農
家
を
中
心
に
一

九
六

O
年
以
降
減
少
を
つ
づ
け
、
と
く
に
七

O
年
以
降
の
減
少
は
は
げ

し
い
。
農
業
就
業
者
数
は
七
一
年
に
は
一
万
人
を
割
り
、
田
・
畑
を
中

心
と
す
る
耕
地
面
積
も
七
三
年
に
は
三
千
h
を
割
っ
た
。

つ
ま
り
、
富

津
市
に
お
け
る
農
業
の
位
置
も
低
下
の
一
途
を
た
ど
り
、
と
く
に
七

O
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年
代
に
入
っ
て
か
ら
そ
の
傾
向
は
い
ち
じ
る
し
い
。



表3-6 就業者の就業地〈国勢調査〉

I 陣地域 11 a'i!l!m~ 
問時 j1970年 j19加年 JJ1965年 j1975年 I19so年

A 常住就業者数 I 8,220 I 10. 350 I 10. 400 11 24,186 I 26, 740 I 21,481 
B地域内就業者 I 7, 221 I 7, 801 I 6, 111 11 21, 20s I 18, 624 I 18, 644 
C地域外就業者 I 999 I 2. 549 I 3, 629 11 2, 963 I 8, 116 I 8, 837 
D 流出率（C/ Ax 100)1 12. 5 I ・ 24. 63 I 34. 89 II 12. 26 I 30. 35 I 32. 16 

〔注〕 富津地域の1980年の地域内就業者には．大佐和，天羽の総業者をも含む

漁
業
は
、
．漁
業
権
放
棄
後
と
く
に
七

0
年
代
後
半
か
ら
著
し
い
変
貌
を
み
せ
、
基
本
的
に
は
漁

業
就
業
者
の
減
少
を
み
る
こ
と
に
な
る
が
、
新
た
な
状
況
も
生
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

後
に
詳
述
す
る
。

〔
就
業
構
成
〕
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以
上
の
よ
う
な
人
口
、
産
業
の
変
化
は
地
域
の
就
業
構
成
の
面
で
は
ど
の
よ
う

に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
表
3
1
5
は
国
勢
調
査
の
就
業
者
に
闘
す
る
、
富
津
地
域
に

つ
い
て
の
結
果
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

一
九
五

O
年
に
は
、
第
一
次
産
業
就
業
者
は
全
就
業
者
の
四
分
の
三
近
を
占

め
て
い
た
が
、
ま
ず
農
業
就
業
者
が
傾
向
的
に
減
少
を
続
け
、
七

O
年
に
は
五

O
年
の
半
数
以
下

と
な
り
、
八

O
年
に
は
一

O
O
O人
を
割
っ
て
、
全
就
業
者
の
一
割
以
下
と
な
っ
た
。
漁
業
就
業

者
は
、
六
五
｜
七

O
年
は
場
加
で
あ
っ
た
が
、
傾
向
と
し
て
は
減
少
で
あ
り
、
と
く
に
七

O
l七

五
年
に
か
け
て
一

O
O
O人
近
い
大
幅
な
減
少
を
見
た
。
し
か
し
八

O
年
に
お
い
て
も
全
就
業
者

の
一
五
%
を
占
め
、
な
お
富
津
地
区
の
重
要
な
就
業
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
第
一
次

産
業
就
業
者
は
漁
業
を
中
核
と
し
な
が
ら
も
、
全
体
の
四
分
の
一
に
縮
少
し
た
。

第
二
次
産
業
就
業
者
は
、
六

O
年
の
六

O
O人
強
（
八
・
六
%
）
か
ら
五
倍
の
三

O
O
O人
を

超
し
全
就
業
者
の
三
割
近
く
ま
で
増
大
し
た
。
と
く
に
六
五
年
か
ら
七

O
年
に
か
け
て
建
設
業
就

業
者
の
一

O
O
O人
以
上
の
増
加
を
中
心
に
倍
増
し
、
製
造
業
就
業
者
は
調
査
年
次
ご
と
に
確
実

八
O
年
に
は
建
設
業
を
上
ま
わ
り
、
漁
業
就
業
者
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
り
、
全

な
増
加
を
つ
づ
け
、

就
業
者
の
一
五
%
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。



第
三
次
産
業
は
、
卸
売
・
小
売
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
就
業
者
を
中
心
と
し
て
お
り
、
六

O
年
の
一
三

O
O人
強
か
ら
、
六
五
年
か
ら

七

O
年
に
か
け
て
大
幅
に
橋
加
し
、
全
就
業
者
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
、
そ
の
後
も
櫓
加
を
つ
づ
け
、
入

O
年
に
は
四
六
%
に
達

し
、
卸
売
・
小
売
業
就
業
者
は
一
九
%
と
最
大
の
就
業
者
数
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
就
業
者
の
就
業
地
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
表
3
1
6
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
六
五
年
に
は
富
津
地
域
外
へ
の
就
業
者

は
全
就
業
者
の
一
ニ
・
五
箔
で
あ
っ
た
も
の
が
、
七

O
年
に
は
四
分
の
一
の
二
四
・
六
%
に
増
大
し
、
さ
ら
に
入

O
年
に
は
富
津
市

域
内
で
あ
る
大
佐
和
・
天
羽
地
域
へ
の
通
勤
者
を
除
い
て
も
三
分
の
一
を
超
す
三
五
%
に
達
し
た
。
そ
の
就
業
先
を
み
る
な
ら
ば
、

六
五
年
で
は
、
千
葉
市
（
他
地
域
で
の
就
業
者
の
二
五
%
）
、
木
更
津
市
会
二
%
）
市
原
市
（
一
四
%
）
な
ど
が
中
心
で
、
君
津

町
へ
の
通
勤
者
は
四
・
五
克
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
七
五
年
に
は
、
富
津
市
全
体
で
は
あ
る
が
、
地
域
外
就
業
者
八

O
O
O人
強
の

う
ち
君
津
市
へ
の
通
勤
者
が
四
五
・
七
%
に
達
し
、
木
更
津
市
（
二
七
・
五
箔
）
千
葉
市
（
九
・
五
%
〉
、
市
原
市
（
七
・
八
%
）

へ
の
通
勤
者
の
割
合
は
低
下
し
た
。
つ
ま
り
、
六
五
年
以
降
地
域
外
へ
の
就
業
者
が
大
幅
に
増
加
し
、
そ
の
多
く
が
隣
接
の
君
津
地

域
へ
の
就
業
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

会社域地L」発岬

こ

の

六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
前
半
に
か
け
て
大
き
な
変
化
を
引
き
起
し
た
も
の
ば
、
空
白
地
域
へ
の
通
勤
者
の
増
大
に
端

守
的
に
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
に
、
新
日
鉄
君
津
製
鉄
所
の
本
格
的
な
操
業
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

れ遅

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
富
津
地
域
の
人
口
、
産
業
・
就
業
構
成
は
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
前
半
に
大
き
な
変
化
に
見
舞

わ
れ
、
人
口
増
、
第
一
次
産
業
の
縮
少
、
第
二
次
、
第
三
次
産
業
の
増
大
、
地
域
外
就
業
者
の
増
加
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か

し
、
七

0
年
代
後
半
か
ら
は
大
き
な
変
化
を
み
ず
に
い
わ
ば
停
滞
状
況
で
あ
る
。

君
津
製
鉄
所
の
建
設
・
操
業
は
、
多
く
の
関
連
企
業
を
引
き
つ
け
る
こ
と
こ
と
と
な
り
、
隣
接
す
る
富
津
地
域
へ
も
企
業
が
設
立

さ
れ
、
ま
た
関
連
企
業
の
社
宅
が
地
域
内
に
建
設
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
君
津
地
域
へ
の
通
勤
者
を
も
含
め
て
、
富
津
地
域
へ
の
人
口
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流
入
〈
転
入
）
を
引
き
起
し
た
。
加
え
て
、
人
口
増
に
よ
る
需
要
を
当
て
込
ん
だ
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
、
等
の
開
設
を
促
し
、
地
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域
産
業
構
造
に
変
化
を
与
え
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
富
津
地
域
は
、
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
前
半
に
か
け
て
、
停
滞
し
て
い
た
農
漁
村
地
域
へ
第
二
次
、

第
三
次
産
業
就
業
者
と
そ
の
家
族
が
新
住
民
と
し
て
流
入
し
て
く
る
と
同
時
に
、
農
漁
業
就
業
者
の
転
業
が
あ
ら
わ
れ
、
就
業
構
成

が
大
き
く
変
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

富
津
漁
業
の
変
化

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
富
津
地
域
は
六

0
年
代
後
半
、
君
津
製
鉄
所
の
本
格
的
な
稼
動
・と
と
も
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
漁
業
に
変
化
が
お
と
ず
れ
る
の
は
、
す
で
に
み
た
「
埋
立
開
発
計
画
」
に
伴
な
う
漁
業
権
、
放
棄
（
六
八
｜
七

O
年
て
そ
の
後

の
埋
立
計
画
の
停
滞
、
縮
少
、
埋
立
開
始
な
ど
の
「
埋
立
開
発
計
画
」
の
〈
進
展
〉
に
伴
な
う
、
富
津
漁
業
の
再
編
・
漁
民
の
転
業

2 
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。

富
津
漁
業
は
、
漁
業
権
放
棄
前
は
四
漁
協
（
富
津
、
新
井
、
青
堀
南
部
、
青
銅
〉
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
が
、
漁
業
権
放
棄
後

は
、
旧
漁
協
の
所
属
に
関
係
な
く
新
た
に
設
立
さ
れ
た
三
つ
の
漁
協
（
新
富
津
、
沖
富
津
、
全
富
津
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
富
津
漁
業
の
変
様
の
内
実
を
、
六
八
年
と
七
八
年
の
漁
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果
を
中
心
に
し
て
み
よ
う
。
な
お
す
で
に

み
た
よ
う
に
、
富
津
漁
協
は
六
八
年
一
一
月
二
七
日
に
、
他
の
三
漁
協
は
七

O
年
二
月
一
八
日
に
漁
業
権
放
棄
を
し
て
お
り
、
六
八

年
漁
業
セ
ン
サ
ス
は
漁
業
権
放
棄
の
直
前
の
姿
を
、
そ
し
て
、
新
富
津
漁
協
は
七
一
年
に
、
沖
漁
漁
協
は
七
四
年
に
、
全
富
津
漁
業

‘

は
十
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ
発
足
し
て
お
り
、
七
八
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
は
漁
業
権
放
棄
後
の
漁
民
の
対
応
が
一
応
整
っ
た
後
の
姿
を
、
そ

れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
。

〔
経
営
〕

六
八
年
、
七
三
年
、
七
八
年
の
経
営
体
に
関
す
る
結
果
は
表
3
1
7
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
次
の
よ
う
な
点
が



“遅れてきた開発”と地域社会

表3-7 富津地域漁業経営の変化〈漁業センサス〉

｜王子｜
経営体数

うち個人

就業者数（人〉

1経体平均（人）

専業別個人経営体数

専業 ！ 
第 1種兼業 I 
第 2種兼業 ｜ 

漁業経営の区分別経営体数

採捕のみ ｜ 

養殖のみ ｜ 

採捕が主 ｜ 

養殖が主 ｜ 

主な漁業の種類別経営体数

小型底曳網 I 294 I I 
採貝 I 97 I I 
海苔養殖 I 1. 249 I 776 I 

海苔養殖の規模別経営体数

～却oぽ I 12 

300～500 I 50 

500～1. ooo I 503 

1.000～2. ooo I 603 

2,000～3, ooo I 79 

3,000～5日000 I 2 

漁獲金額別経営体数

～100万円

100～200 

200～500 

500～1,000 

1,000～5,000 

5.000万円以上
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明
ら
か
と
な
る
。

経
営
体
数
は
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
富
津
漁
業
が
個
人
経
営
を
主
体
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。
専
兼
別
で
は
「
漁
業

を
従
」
と
す
る
第
二
種
兼
業
漁
家
の
割
合
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
「
漁
業
を
主
」
と
す
る
第
一
種
兼
業
漁
家
の
割
合
は
低
下
し
、
専
業

漁
家
の
割
合
が
増
大
し
た
。
こ
の
変
化
は
六
八
｜
七
三
年
に
か
け
て
よ
り
強
く
あ
ら
わ
れ
、
七
三
｜
七
八
年
に
か
け
て
は
専
業
漁
家

の
減
少
率
が
よ
り
高
く
あ
ら
わ
れ
た
。
兼
業
の
内
容
は
農
業
を
中
心
と
す
る
自
営
兼
業
と
漁
業
以
外
の
や
と
わ
れ
兼
業
で
あ
る
。
た

だ
兼
業
漁
家
の
半
数
近
く
は
、
自
営
と
「
や
と
わ
れ
」
を
兼
ね
て
多
就
業
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

富
津
の
漁
業
は
海
苔
養
殖
を
中
核
に
、
小
型
底
曳
網
に
よ
る
ス
ズ
キ
、
カ
レ
イ
等
の
採
捕
と
潜
水
器
に
よ
る
ア
サ
リ
、
ト
リ
貝
な

ど
の
採
貝
等
の
漁
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
六
八
年
時
点
で
は
、
採
捕
あ
る
い
は
海
苔
養
殖
に
の
み
特
化
し
て
い
た
漁
家
は
わ
ず
か

で
、
海
苔
養
殖
を
主
と
し
て
小
型
底
曳
或
い
は
採
貝
を
兼
ね
る
漁
家
が
主
流
で
あ
っ
た
。
七
八
年
に
は
海
苔
養
殖
或
い
は
採
捕
へ
の

特
化
が
み
ら
れ
る
（
小
型
底
曳
と
採
貝
は
従
来
か
ら
そ
の
採
捕
の
時
期
が
こ
と
な
る
た
め
兼
ね
る
者
が
多
い
）
。
こ
の
変
化
も
六
八

｜
七
三
年
に
か
け
て
い
ち
じ
る
し
く
、
七
三
年
ま
で
に
急
増
し
た
「
海
苔
養
殖
の
み
」
に
特
化
し
た
漁
家
は
以
後
激
減
す
る
。

経
営
状
態
を
み
る
な
ら
ば
、
海
苔
養
殖
面
積
は
六
八
年
時
点
の
一

G
o
o－
二

O
o
o
dと
五

0
0
1
一
o
o
o
dを
中
心
と
す

る
も
の
か
ら
拡
大
傾
向
が
み
ら
れ
、
七
八
年
時
点
で
は
一

0
0
0
1二
O
O
O－－

m
が
三
分
の
二
、
二

0
0
0
1三
O
o
o
d
の
も
の

が
三
分
一
弱
と
な
り
、
五

O
0．d
未
満
の
も
の
は
な
く
な
っ
た
。
漁
獲
金
額
に
お
い
て
も
、
六
八
年
時
点
で
ニ

0
0
1五
O
O万
円

．
を
中
心
に
下
方
に
シ
フ
ト
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
物
価
上
昇
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
七
八
年
時
点
で
は
五

O
O
J
一
O
O
O万
円

の
も
の
が
半
数
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
六
八
年
時
点
で
一

O
O
O万
円
を
超
す
の
は
三
経
営
体
で
、
こ
れ
は
個
人
経
営
で

は
な
く
法
人
組
織
の
中
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
七
八
年
時
点
で
は
七

O
経
営
体
存
在
し
、
法
人
経
営
の
も
の
は
三

O
O
O
J五

0
0
0万
円
に
達
し
て
い
る
。
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“遠れてきた開発”と地域社会

漁業就業者の年令構成〈漁業センサス〉

!15ー1け！20ー2叫0-3吋40ι49才jso-59才160才以上｜ 計 ｜減率少数 て

男1968 59 397 579 434 286 174 l, 929 -810 
1973 炉 31 161 312 393 174 66 l, 119 -313 
1978 18 92 169 330 160 38 806 (-1123) 

女1968 1 94 249 211 41 9 605 -331 
1973 21 130 103 18 2 274 -17 
1978 7 95 125 28 257 (-348) 

計1968 60 491 828 645 327 183 2,534 -1, 141 
1973 13 182 442 496 192 68 1,393 -330 
1978 18 97 264 455 188 38 1,063 (-1471) 

男1968 3. 1 20.6 30.0 22.5 14.8 9.0 100.0 -42.0 
1973 1. 2 14.4 27.9 35.1 15.5 5.9 100.0 -28.0 
1978 2.2 11. 4 21. 0 40.9 19.9 4.7 100.。(-58. 2) 

女1968 0.2 15.5 41. 2 34.9 6.8 1. 5 100.0 -54. 7 
1973 7.7 47.4 37.6 6.6 0.7 100.。-6.2 
1978 一 2.7 37.0 48.6 10.9 100.。(-57. 5) 

計1968 2.4 19.4 32.7 25.5 12.9 7.2 100.。
-45.2 

1973 0.9 13.1 31. 7 35.6 13.8 4.9 100.0 -23. 7 
1978 1. 7 9.1 24.8 42.8 17. 7 3.6 100.。(-58.1) 

表3-8

つ
ま
り
、
六
八
年
か
ら
七
八
年
に
か
け
て
の
富

津
漁
業
は
、
弱
少
の
経
営
体
は
転
業
に
向
い
、
経

営
体
数
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
な
が
ら
も
、
残
っ
た

者
は
業
種
を
特
化
さ
せ
な
が
ら
大
規
模
化
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な
業
種
の
特
化
傾
向
と
規
模
の
拡
大

の
背
景
に
は
、
次
に
み
る
よ
う
に
下
州
漁
場
開
発

の
成
功
に
よ
る
新
富
津
漁
協
の
海
苔
専
業
化
と
沖

漁
漁
協
の
採
捕
（
小
型
底
曳
網
漁
と
潜
水
器
具
に

よ
る
採
貝
）
の
専
業
化
に
よ
る
安
定
化
が
あ
っ
・

た
。
つ
ま
り
、
新
富
津
と
沖
漁
加
盟
漁
家
に
一
定

の
安
定
化
み
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
全
富
津
加
盟

漁
家
は
暫
定
漁
業
権
で
残
存
漁
場
で
の
操
業
と
い

う
不
安
定
性
の
も
と
で
、
転
業
し
て
い
っ
た
こ
と

が
、
七
三
年
以
降
の
「
海
苔
養
殖
の
み
」
の
脱
落

者
の
大
部
分
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

．

漁
業
就
業
者

漁
業
就
業
者
の
推
移
は
表
3
｜
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8
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
六
八
年
か
ら



七
八
年
に
か
け
て
の
一

0
年
聞
に
六
割
近
く
一
一

O
O人
を
超
す
も
の
が
漁
業
か
ら
リ
タ
イ
ア
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の

164 

七
八
%
が
、
女
子
で
は
九
五
%
が
、
七
三
年
ま
で
に
リ
タ
イ
ア
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
漁
業
か
ら
の
リ
タ
イ
ア
の
中
心
部
分
は
、

コ
1
ホ
l
ト
に
よ
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
各
年
令
層
と
も
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
減
少
率
は
最
低
で
も
六
八
年
時
年
令
三

O
l三
九
才

層
の
四
五
%
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
若
年
層
の
新
規
参
入
者
は
、

コ
l
ホ
l
ト
に
よ
る
減
少
者
数
に
対
し
て
わ
ず
か
三
・
七
%
に
し
か
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
若
年
層
が
大
幅
に
低
下

一
五
｜
一
九
才
層
で
一
入
、
二

O
｜
二
九
才
層
で
三
九
人
と
わ

ず
か
で
あ
り
、

し
、
四

O
才
｜
五
九
才
層
を
中
心
と
す
る
P
父
チ
ャ
ン
、
母
チ
ャ
ン
H
H

漁
業
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
比
較
的
若
い
後
継
者
の
い
る
新

富
津
を
除
け
ば
沖
漁
、
全
富
津
漁
協
で
は
組
合
員
夫
婦
中
心
の
漁
業
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
富
、
津
漁
業
の
経
営
と
就
業
者
の
変
化
は
七
八
年
以
降
現
在
ま
で
に
さ
ら
に
進
行
し
た
と
思
わ
れ
る
。

3 

漁
民
社
会
の
分
解
と
再
編

前
項
で
み
た
よ
う
に
、
漁
業
権
放
棄
後
十
数
年
た
っ
た
現
在
も
富
津
漁
業
は
縮
小
さ
れ
な
が
ら
も
継
続
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
変
化
を
漁
民
社
会
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
問
題
・
対
立
を
含
み
な
が
ら
の
漁
民
社
会
の
分
解
と
再

編
の
過
程
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

富
津
漁
民
は
戦
前
か
ら
、
居
住
地
区
別
に
、
そ
の
地
区
の
地
先
を
独
自
の
漁
区
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
漁
業
団
体
を
結
成
し
て
お

り
、
戦
後
も
地
域
の
町
村
合
併
（
一
九
五
五
年
）
や
、
六

O
年
の
「
漁
業
協
同
組
合
整
備
促
進
法
」
に
よ
る
漁
協
の
合
同
・
合
併
の

推
進
政
策
が
行
な
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
合
同
・
合
併
も
行
な
わ
な
い
で
、
居
住
地
と
漁
区
と
漁
協
を
同
じ
く
す
る
四
つ
の
漁

民
社
会
を
形
成
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
大
堀
地
区
H
青
堀
漁
協
、
青
木
、
西
川
地
区
H
青
堀
南
部
漁
協
、
新
井
地
区
H
新
井
漁

協
、
富
津
地
区
H
富
津
漁
協
で
あ
る
（
第
2
、
3
図
参
照
、
以
下
、
漁
協
名
で
表
示
）
。

漁
業
権
全
面
放
棄
に
よ
っ
て
？
富
津
の
漁
民
は
、
平
均
二
ニ

O
O万
円
の
補
償
金
を
受
け
と
っ
た
あ
と
、
自
か
ら
と
家
族
の
生
活



“遅れてきた開発”と地域社会

旧漁協別組合員の動向＜1978年 3月未，千葉県企業庁調べ〉

｜寝苦｜重喜｜鞠｜霊富If数｜割合志〉

組合員数 734 66 267 335 1,402 100.0 

漁業継続者 414 23 108 157 702 50. 1 

うち暫定漁業者 250 15 35 30 330 23. 5 

転業済者 192 33 120 116 461 32.9 

転業必要者 258 16 35 35 344 24.5 

うち暫定漁業者〈再掲） 250 15 35 30 330 23.5 

転業不用者 120 9 39 57 225 16.0 

表3-9

【注〕転業不用者IC分自位された者の内訳は1979年4月30日調べによれば，筒令者152，病弱者33,

転出者14，その他24である。暫定漁業者とは，残存地域で短期免許によって漁業を続け

ている全富津漁協の組合員のうち，他の漁協に所属していない者で，彼らは将来転業を

心l}l!とする者として位置付けられている。

を
か
け
た
新
た
な
対
応
を
迫
ま
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
対
応

は
、
埋
立
工
事
着
工
の
遅
れ
と
埋
立
面
積
の
縮
小
と
い
う
事
態
と
七

0
年
代

後
半
以
降
の
不
況
の
な
か
で
複
雑
な
も
の
と
な
っ
た
。

以
下
、
富
津
地
域
旧
四
漁
協
の
組
合
員
一
四

O
二
名
の
動
向
を
中
心
に
、

そ
の
分
解
と
再
編
の
過
程
と
そ
こ
に
生
じ
た
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

な
お
、
旧
漁
協
組
合
員
は
、
企
業
庁
お
よ
び
市
の
転
業
対
策
室
の
分
類
に
よ

れ
ば
、
漁
業
継
続
者
、
暫
定
漁
業
者
（
残
存
海
域
で
短
期
免
許
に
よ
っ
て
漁

業
を
続
け
て
い
る
が
、
将
来
転
業
を
必
要
と
す
る
者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
）
、
転
業
済
者
、
転
業
必
要
者
（
暫
定
漁
業
者
を
含
む
〉
、
転
業
不
要

者
（
高
令
、
病
弱
、
転
出
者
な
ど
）
に
区
分
さ
れ
、

動
向
は
表
3
1
9
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
時
点
で
の

ω
漁
業
継
続
者
の
動
向

富
津
地
域
は
、
埋
立
て
計
画
に
も
と
づ
く
漁
業
権
の
全
面
放
棄
後
、

数
年
を
経
て
な
お
漁
業
を
継
続
し
て
い
る
も
の
が
旧
四
漁
協
の
組
合
員
一
四 。

O
二
名
の
う
ち
、
五
九
六
名
も
存
在
し
て
い
る
（
八

O
年
現
在
〉
。
彼
等
は
旧

漁
協
の
所
属
に
か
か
わ
ら
ず
富
津
地
域
を
一
つ
の
範
域
と
し
て
三
つ
の
漁
協

を
結
成
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
漁
業
を
継
続
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
漁
場
を
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開
拓
し
て
海
苔
養
殖
を
専
業
と
し
て
新
富
津
漁
協
に
結
集
し
た
人
々
（
一
一
一
一
一
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表3-10

計

新宮津漁協

漁協1中漁

399 

396 
(230) 

383 
(217) 

317 

316 
(1_81) 

307 
(172) 

、B

ノ
、
B
J

t
o
p
a
z
－ua
－aaτ 

唱・－a

唱E

－－唱
E
A

，，‘、，，‘、

36 

35 
（幻）

32 
(24) 

31 

30 
(17) 

30 
(17) 

全富津漁協

1982.10 

六
名
）
、
埋
立
て
に
直
接
の
影
響
を
受
け
な
い
沖
合
で
の
漁
業
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（
小
型
底
曳
網
と
潜
水
器
に
よ
る
採
貝
）
を
中
心
と
し
た
沖

漁
漁
協
に
結
集
し
た
人
々
（
一
四
八
名
）
、
埋
立
て
開
始
の

遅
れ
と
埋
立
て
面
積
の
縮
小
の
な
か
で
残
存
海
域
で
、
先
の

【備考〕会富津の（ ）内数字は形式上の正組合員数，※他地域のものも含まれている。

見
通
し
の
な
い
ま
ま
、
埋
立
て
工
事
完
了
の
八
五
年
ま
で
の

短
期
免
許
で
海
苔
養
殖
を
続
け
る
全
富
津
漁
協
に
集
ま
っ
て

い
る
人
々
（
三
九
六
名
）
で
あ
る
（
た
だ
し
、
組
合
員
の
数

に
つ
い
て
は
、
沖
漁
に
は
、
浦
安
漁
協
か
ら
一
四
名
、
下
洲

漁
協
か
ら
一一
名
が
入
っ
て
お
り
、
新
富
津
と
全
富
津
の
二
漁

協
に
所
属
し
て
い
る
も
の
六
六
名
、
沖
漁
と
全
富
津
の
二
漁

協
に
所
属
し
て
い
る
も
の
八
三
名
、
新
富
津
、
沖
漁
、
全
富

津
の
三
漁
協
に
所
属
し
て
い
る
も
の
ニ

O
名
あ
り
、
旧
四
漁

協
か
ら
の
移
行
状
況
は
表
3
！
日
の
と
お
り
で
あ
る
）
。

下
、
各
漁
協
ご
と
に
状
況
を
み
て
み
よ
う
。

以

〔
新
宮
海
漁
協
〕

新
富
津
漁
協
は
、
富
津
岬
南
側
下
洲
に

新
た
に
開
発
し
た
海
苔
漁
場
に
移
り
、
海
苔
養
殖
を
専
業
と

す
る
人
々
に
よ
っ
て
一
九
七
一
年
初
め
に
結
成
さ
れ
た
。

下
洲
海
苔
養
殖
漁
場
は
、
青
堀
漁
協
が
埋
立
、
漁
業
権
放



棄
放
棄
に
強
い
反
対
を
し
、
後
に
代
替
漁
場
を
強
く
要
求
し
て
い
た
の
に
対
し
、
打
開
策
と
し
て
県
が
開
発
を
申
し
入
れ
、
県
と
の

共
同
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
試
験
操
業
に
参
加
し
た
中
心
的
な
漁
民
は
、
青
堀
漁
協
の
「
青
堀
浅
海
養
殖
研
究
会
」

（
比
較
的
若
い
人
達
約
六

O
人
で
構
成
、
加
入
・
脱
退
自
由
〉
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
六
九
年
の
試
験
操
業
が
、
海
苔
養
殖
技
術

の
改
善
（
種
付
方
法
、
水
深
一

O
J
ニO
m
で
も
可
能
と
な
っ
た
養
殖
方
法
な
ど
）
も
あ
っ
て
、
好
成
績
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

新
漁
場
で
の
海
苔
養
殖
専
業
の
可
能
性
が
生
れ
た
。

七
O
年
段
階
で
、
県
は
新
漁
場
で
の
操
業
者
を
募
集
し
た
。
そ
の
基
準
は
、
そ
れ
ま
で
の
漁
協
で
の
共
販
実
績
が
組
合
員
の
平
均

以
上
で
あ
る
こ
と
、
年
令
五

O
才
未
満
（
た
だ
し
、
後
継
者
が
い
る
者
は
五

O
才
以
上
で
も
可
）
、
海
苔
養
殖
を
専
業
と
す
る
こ
と
、

等
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
応
募
し
、
富
津
町
漁
業
協
同
組
合
（
七
六
年
、
新
富
津
漁
協
に
名
称
変
更
〉
を
結
成
し
た
の
が
、
先
の
青
堀
浅
海
養
殖
研

究
会
の
メ
ン
バ
ー
を
始
め
と
す
る
二
三
六
名
（
富
津
漁
協
か
ら
入
二
、
新
井
漁
協
七
、
青
堀
南
部
漁
協
五
二
、
青
堀
漁
協
九
五
）
で

“遅れてきた開発”と地域社会

あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
一
人
当
り
七
六
万
円
の
出
資
金
と
五

O
O万
円
の
拠
出
金
を
出
し
て
、
県
の
補
助
四
億
七
千
万
円
を
合
せ
て
総

額
二
ハ
億
五
千
万
円
で
、
海
が
深
く
荒
く
て
水
温
が
高
い
海
苔
養
殖
に
不
向
き
な
自
然
環
境
の
海
域
に
消
波
棚
を
打
ち
込
み
、
新
漁

場
を
作
り
、
荒
涼
と
し
た
砂
浜
を
聞
い
て
下
洲
漁
港
を
作
っ
た
。

新
富
津
漁
協
の
メ
ゾ
バ
l
は
創
設
以
来
二
三
六
名
で
一
人
の
脱
落
も
な
く
、
強
固
の
結
束
を
保
っ
て
お
り
、
そ
の
運
営
は
、
五
名

の
理
事
を
中
心
に
、
各
種
の
委
員
会
（
漁
場
管
理
、
購
買
、
信
用
販
売
、
研
究
会
等
〉
を
構
成
し
、
委
員
会
方
式
よ
っ
て
な
さ
れ
て

お
り
、
養
殖
作
業
は
居
住
地
区
の
隣
接
を
軸
と
し
た
一

O
人
前
後
を
一
単
位
と
す
る
「
セ
ッ
ト
」
を
作
り
（
こ
れ
は
連
絡
組
織
で
も

あ
る
）
そ
の
運
営
は
セ
ッ
ト
長
会
議
を
中
心
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
研
究
会
活
動
は
活
発
で
あ
り
、
組
合
員
に
よ
っ
て
、

赤
ぐ
さ
れ
の
原
因
と
な
る
青
ノ
リ
の
附
着
を
駆
除
す
る
「
グ
リ
ー
ン
・
カ
ッ
ト
」
が
発
明
さ
れ
る
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
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七
八
年
度
の
業
績
を
み
る
な
ら
前
ャ
漁
協
の
額
金
額
は
組
合
員
一
人
当
り
〈
平
均
）
七
九
一
万
円
強
で
県
下
漁
協
の
第
二
位
、

総
額
で
一
八
億
六
七

O
O万
円
で
県
下
漁
協
の
第
三
位
の
実
績
を
示
す
ほ
ど
と
な
り
、
海
苔
の
生
産
販
売
実
績
も
一
億
枚
近
く
、

一
九
億
円
強
で
、
一
組
合
員
平
均
八

O
八
万
円
の
売
上
げ
と
な
っ
て
お
り
、

た。
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一
千
万
円
を
超
す
粗
収
入
を
上
げ
た
も
の
も
多
数
い

こ
の
よ
う
に
、
新
富
津
漁
協
の
メ
ン
バ
ー
は
、
漁
業
権
放
棄
後
、
新
漁
場
開
発
に
よ
っ
て
成
功
し
た
例
で
あ
り
、
同
じ
富
津
の
漁

民
か
ら
も
「
経
営
力
と
研
究
心
、
技
術
面
に
す
ぐ
れ
た
二
三
六
人
」
と
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
の
成
功
は
「
漁
業
権
を
放
棄
し
た
漁
民

が
、
再
び
、
海
へ
再
転
換
を
図
っ
た
漁
協
と
し
て
全
国
の
関
係
者
の
注
目
を
惹
い
て
い
ま
す
」
と
さ
れ
て
い
一
匁

〔
富
津
沖
漁
漁
協
〕

沖
漁
漁
協
は
、
七
四
年
九
月
に
設
立
認
可
さ
れ
た
。
漁
業
権
放
棄
時
、
埋
立
て
に
よ
っ
て
直
接
影
響
を
受
け

な
い
沖
合
漁
業
（
沖
漁
、
小
型
底
曳
網
と
潜
水
器
に
よ
る
採
貝
）
に
つ
い
て
は
、
沖
漁
の
補
償
に
関
す
る
協
定
書
の
第
四
条
で
、
沖

漁
の
廃
止
を
す
る
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
協
定
に
伴
な
う
沖
漁
を
廃
止
し
な
い
者
の
取
扱
い
に
関
す
る

覚
書
の
第
一
条
に
お
い
て
、
「
沖
漁
を
廃
止
し
な
い
者
に
対
す
る
補
償
金
は
、
そ
の
者
の
補
償
金
配
分
額
か
ら
一
一
一
分
の
こ
を
減
じ
た

金
額
と
す
る
」
と
さ
れ
た
（
富
津
漁
協
の
場
合
）
。
こ
の
こ
と
は
、
沖
漁
に
つ
い
て
は
、
沖
漁
関
係
分
の
補
償
金
か
ら
三
分
の
二
を

返
還
す
れ
ば
、
許
可
漁
業
と
し
て
沖
漁
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

小
型
底
曳
網
漁
業
は
東
京
内
湾
千
葉
県
海
面
一
円
を
操
業
区
域
と
し
て
い
る
と
は
い
え
、
当
時
の
友
納
県
政
が
東
京
湾
内
か
ら
漁

民
追
い
出
し
政
策
を
取
っ
て
お
り
、
内
湾
の
埋
立
て
開
発
が
更
に
進
行
し
そ
う
状
況
の
な
か
、
ま
た
、
潜
水
器
漁
業
〈
採
貝
）
も
埋

立
て
に
よ
っ
て
わ
ず
か
に
残
る
地
先
が
主
な
漁
場
と
な
る
な
か
、
県
か
ら
「
旧
漁
業
権
南
端
H
下
洲
沖
合
の
海
が
あ
く
の
で
、
そ
こ

が
パ
カ
貝
、
平
貝
、
ミ
ル
貝
の
漁
場
と
し
て
利
用
で
き
る
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
沖
漁
関
係
者
は
将
来
性
と
補
償
金
と

を
天
秤
に
か
け
て
不
安
の
な
か
で
何
人
か
が
残
留
し
た
。
富
津
漁
協
の
組
合
員
の
場
合
、
小
型
底
曳
網
漁
業
そ
の
他
許
可
で
二
九
人



ハ
一
一
一
隻
の
う
ち
二
九
隻
）
潜
水
器
漁
業
四
九
二
（
一
四
三
隻
の
う
ち
五
二
隻
）
が
最
高
二
六
七
万
円
、
最
底
六
五
万
円
、
平
均

二
O
O万
円
の
補
償
金
を
返
還
し
て
残
留
し
た
。

彼
ら
は
、
漁
協
組
織
の
な
い
ま
ま
従
来
通
り
の
操
業
を
続
け
て
い
た
。
七
一
バ
二
年
頃
よ
り
沖
漁
の
組
織
化
・
漁
協
結
成
が
話
題

に
な
り
は
じ
め
、
七
三
年
八
月
、
八
五
人
に
よ
っ
て
、
漁
協
と
し
て
の
県
の
認
可
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
任
意
団
体
「
沖
漁
組

合
」
を
結
成
、
そ
の
後
機
会
あ
る
ご
と
に
「
漁
業
協
同
組
合
」
の
設
立
認
可
を
県
に
働
き
か
け
た
。
ま
た
、
地
元
選
出
の
野
口
岡
治

県
議
を
通
じ
て
県
議
会
に
も
請
願
し
た
。
七
四
年
内
湾
一
円
を
組
合
地
区
に
」
と
い
う
県
の
指
導
に
も
と
づ
き
、
組
合
地
区
を
富
津

“遅れてきた開発”と地域社会

地
域
だ
け
で
な
く
、
富
津
市
、
木
更
津
市
、
船
橋
市
、
浦
安
町
（
当
時
〉
、
市
川
市
、
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
区
二
ハ
人
、
木
更
津
地
区
三
人
、
下
洲
地
区
一
人
と
富
津
漁
協
の
八
五
人
、
新
井
漁
協
の
三
人
、
合
計
一
一
五
人
の
組
合
員
で
七

四
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
。
青
堀
漁
協
か
ら
三
七
名
の
加
入
申
請
も
あ
り
、
組
合
員
の
数
は
そ
の
後
若
干
の
移
動
が
み
ら
れ
た
が
、

入

O
年
一
月
現
在
一
四
人
名
（
う
ち
一
は
法
人
）
で
あ
る
。

主
要
な
業
種
は
、
小
型
底
曳
網
に
よ
る
ス
ズ
キ
、
カ
レ
イ
類
の
採
捕
、
潜
水
器
に
よ
る
四
J
五
メ
ー
ト
ル
の
海
底
で
の
ア
サ
リ
、

認
可
さ
れ
、

浦
安

ト
リ
貝
な
ど
の
貝
類
の
採
捕
で
あ
る
。

漁
協
の
業
務
は
、
魚
の
共
同
販
売
程
度
か
ら
発
足
し
た
が
、
七
五
年
か
ら
は
、
漁
業
近
代
化
資
金
制
度
の
低
利
融
資
に
よ
っ
て
木

船
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
大
型
船
に
切
り
替
え
、
漁
船
数
も
増
加
し
、
七
六
年
に
は
潜
水
器
漁
業
の
共
販
開
始
、
七
七
年
か
ら
指
導

事
業
の
本
格
化
、
七
八
年
に
は
貯
金
業
務
の
本
格
実
施
、
等
々
業
務
の
充
実
が
は
か
ら
れ
、
七
八
年
夏
に
は
漁
業
セ
ン
タ
J
も
建
設

し
た
。七

八
年
度
の
業
績
を
み
る
な
ら
ば
、
漁
獲
量
は
、
漁
類
、
八
二

一
万
ト
ン
強
、
貝
類
四

O
三
万
ト
ン
強
、
販
売
金
額
、
漁
類
六
億

一
五
六
二
万
円
、
貝
類
一

O
億
八

O
五
五
万
円
、
合
計
一
七
億
円
、
一
組
合
員
当
り
一
一
一
六
万
円
の
服
売
額
と
な
り
、
ま
た
、
預
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金
額
も
四
億
六
二

O
O万
円
、

一
人
当
り
三

O
四
万
円
強
で
あ
り
、

一
応
の
基
盤
が
確
立
し
た
。
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し
か
し
、
沖
漁
そ
の
も
の
は
確
実
に
安
定
し
た
と
は
い
え
な
い
。
と
く
に
埋
立
て
に
伴
な
う
、
航
路
の
波
深
、
将
来
予
想
さ
れ
る

船
舶
航
行
の
増
大
は
、
漁
場
価
値
の
喪
失
が
考
え
ら
れ
、
埋
立
て
の
進
行
と
と
も
に
今
後
の
困
難
も
予
想
さ
れ
る
。

〔
金
書
湾
漁
協
〕
埋
立
て
着
工
が
延
び
る
な
か
で
、
新
富
津
漁
協
に
も
参
加
せ
ず
不
況
と
老
令
化
に
よ
っ
て
転
職
機
会
の
な
い
な

か
、
先
行
き
の
見
通
し
の
な
い
ま
ま
、
従
来
の
漁
場
で
七
七
年
四
月
末
ま
で
の
短
期
免
許
に
よ
る
海
苔
養
殖
を
続
け
て
い
た
人
々
が

い
た
。
川
上
知
事
の
「
埋
立
て
七
七
年
度
内
に
着
工
」
の
公
約
は
、
す
で
に
補
償
金
を
喰
い
つ
ぶ
し
た
こ
の
人
々
に
と
っ
て
短
期
免

許
の
停
止
に
つ
な
が
り
、
生
活
の
土
台
を
失
う
こ
と
と
な
る
。
彼
等
は
漁
業
継
続
へ
向
け
て
県
に
働
き
か
け
た
。

七
六
年
二
月
、
旧
四
漁
協
は
知
事
に
、
埋
立
て
工
事
着
手
の
時
期
の
明
確
化
、
漁
業
権
放
棄
漁
業
者
の
生
活
安
定
の
具
体
的
方
策
、

転
業
対
策
の
具
体
的
方
策
、
そ
し
て
「
転
業
対
策
と
し
て
の
漁
業
継
続
」
す
な
わ
ち
、
「
工
事
着
工
後
も
、
工
事
に
支
障
の
な
い
海

面
で
の
漁
業
経
営
の
継
続
を
埋
立
て
完
了
ま
で
認
め
」
る
こ
と
、
「
埋
立
て
計
画
の
縮
小
で
緩
衝
海
域
と
な
っ
た
海
域
に
、
従
前
の

規
模
を
持
っ
た
漁
業
経
営
活
動
」
の
承
認
を
求
め
た
、
陳
情
書
を
提
出
し
た
。
県
企
業
庁
と
水
産
部
は
、
八

O
年
八
月
ま
で
の
完
全

転
業
を
目
途
と
し
て
、
組
合
組
織
を
統
合
し
、
海
で
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
人
々
に
「
五
五
年
〈
一
九
八

O
年
〉
八
月
く
ら
い
ま

で
の
三
か
年
程
度
、
短
期
免
許
を
す
る
」
と
回
答
し
、
漁
業
継
続
の
一
応
の
目
途
が
た
つ
た
。

旧
四
漁
協
は
、
一
三
人
委
員
会
、
世
話
人
委
員
会
を
設
置
し
、
組
織
の
統
合
と
、
「
海
で
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
人
々
」
の
選

定
作
業
に
入
っ
た
。
組
織
統
合
は
、
新
井
漁
協
を
管
理
団
体
に
，す
る
こ
と
と
し
た
（
七
七
年
に
「
全
富
津
漁
協
」
に
改
名
〉
。
漁
業

，
継
続
者
の
選
定
作
業
は
、
緩
衡
海
域
の
面
積
か
ら
、
海
苔
養
殖
の
経
営
維
持
が
可
能
な
三

O
柵
を
基
本
に
残
留
者
を
割
り
出
し
て
、

生
活
実
態
か
ら
選
定
す
る
と
い
う
こ
と
を
基
本
と
し
、
一
方
、
県
企
業
庁
と
水
産
部
は
一
万
一

O
O
O柵
を
限
度
に
、
農
地
五
反
以

上
の
耕
作
者
を
除
き
、
後
継
者
の
い
る
者
に
す
る
、
な
ど
の
基
準
を
設
定
し
た
。
し
か
し
こ
の
選
定
作
業
は
難
行
を
き
わ
め
た
（
こ



の
点
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
）
。

と
も
あ
れ
、
富
津
三
一
七
、
新
井
一
五
、
青
堀
南
部
三
六
、
青
堀
三
一
、
合
計
三
九
九
名
の
参
加
に
よ
っ
て
漁
協
が
結
成
さ
れ
、

海
苔
養
殖
を
中
心
と
し
た
漁
業
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
。

し
か
し
、
こ
の
免
許
が
入

O
年
八
月
ま
で
の
三
カ
年
で
あ
っ
た
た
め
、
八

O
年
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
再
び
漁
業
継
続
問
題
が
生
じ

る
こ
と
に
な
っ
た
（
い
わ
ゆ
る
「
五
五
・
八
問
題
）
。
八

O
年
六
月
、
全
富
津
漁
協
は
県
企
業
庁
長
に
、
「
海
苔
養
殖
を
し
な
け
れ
ば

生
活
で
き
な
い
者
の
暫
定
的
漁
業
継
続
に
つ
い
て
配
慮
さ
れ
た
い
」
と
の
陳
情
書
を
提
出
し
た
。
こ
の
漁
業
継
続
問
題
も
難
行
し
た

が
、
埋
立
て
に
よ
る
木
更
津
港
情
区
域
の
拡
大
に
よ
る
。
漁
場
海
域
の
縮
小
が
あ
り
、
漁
業
継
続
者
を
二
三

O
人
に
減
少
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
中
ハ

O
年
埋
立
工
事
完
了
ま
で
短
期
免
許
が
延
長
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
二
三

O
人
へ
の
減
少
の
実
現
は
表
向
き
で
あ
り
、

実
態
は
ほ
ぼ
従
来
通
り
の
人
数
が
漁
業
権
の
「
裏
行
使
」
と
い
う
形
で
漁
業
を
継
続
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
、
漁
業
継
続
者
は
、
新
富
津
、
沖
漁
、
全
富
津
の
三
漁
協
に
縮
小
再
編
さ
れ
て
組
織
し
な
お
さ
れ
た
。

“遅れてきた開発”と地域社会

ω
漁
業
非
継
続
者
の
動
向
｜
｜
転
業
状
況
｜
｜

漁
業
継
続
者
の
動
向
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
漁
業
を
や
め
た
者
の
動
向
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

八
二
年
一

O
月
現
在
、
県
企
業
庁
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
転
業
済
の
も
の
七
九
一
名
、
転
業
必
要
者
三
四
四
名
（
う
ち
、
二
三

O
名

は
全
富
津
漁
協
で
漁
業
継
続
を
し
て
い
る
暫
定
漁
業
者
。
彼
ら
の
漁
業
は
「
暫
定
」
で
あ
り
、
企
業
庁
と
し
て
は
転
業
必
要
者
の
う

ち
に
数
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
全
富
津
漁
協
の
メ
ン
バ
ー
は
一
応
八
五
年
六
月
の
埋
立
て
完
了
ま
で
は
漁
業

を
つ
づ
け
ら
れ
る
）
、
そ
し
て
、
高
令
、
病
弱
な
ど
に
よ
る
転
業
す
る
必
要
の
な
い
も
の
と
さ
れ
た
者
が
ニ
ニ
五
名
（
う
ち
富
津
市

外
へ
の
転
出
者
一
四
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
四

O
二
名
の
組
合
員
の
う
ち
、
約
三
分
の
こ
が
一
応
転
業
し
た
の
で
あ
っ
た
。

転
業
問
題
は
、
漁
業
権
放
棄
当
時
か
ら
存
在
し
、
漁
業
権
放
棄
時
に
も
、
県
は
「
最
大
限
の
努
力
を
す
る
」
を
約
束
を
し
て
い
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た
。
そ
の
よ
う
な
約
束
の
背
景
に
は
、
埋
立
工
事
関
連
へ
の
就
業
、
埋
立
後
の
進
出
企
業
へ
の
就
職
旋
斡
、
の
可
能
性
が
予
測
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
埋
立
着
工
は
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

当
初
、
漁
民
は
、
漁
業
権
放
棄
後
も
従
前
の
漁
業
を
続
け
る
も
の
が
多
く
、
転
業
問
題
は
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
事
態
と
は
な
っ
て
い
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な
か
っ
た
。
し
か
し
、
経
済
不
況
の
な
か
、
埋
立
着
工
が
現
実
化
し
は
じ
め
た
段
階
で
、
転
業
問
題
は
、
新
富
津
、
沖
漁
の
組
合
員

以
外
に
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
七
六
年
二
月
、
旧
四
漁
協
は
連
名
で
、
漁
業
権
放
棄
漁
民
の
生
活
安
定
の
た
め
の
、
転
業

対
策
の
具
体
的
方
策
と
、
転
業
対
策
の
一
環
と
し
て
の
残
存
海
域
で
の
漁
業
継
続
を
求
め
る
陳
情
書
を
提
出
し
た
（
前
出
〉
。
企
業

庁
、
県
お
よ
び
市
と
旧
四
漁
協
は
七
六
年
に
「
転
業
対
策
協
議
会
」
を
設
置
し
、
実
態
調
査
な
ど
を
行
な
い
、
転
業
対
策
に
取
り
組

み
は
じ
め
た
。

県
は
、
転
業
対
策
の
一
環
と
し
て
、
漁
業
継
続
を
一
部
の
者
に
認
め
る
〈
全
富
津
漁
協
）
と
共
に
、
職
業
訓
練
校
へ
の
入
所
の
斡

旋
、
失
業
対
策
事
業
へ
の
雇
用
、
技
術
、
経
営
知
識
の
修
得
の
た
め
と
し
て
企
業
へ
委
任
、
な
ど
の
斡
旋
、
あ
る
い
は
、
養
殖
事
業

の
モ
デ
ル
施
設
を
作
り
、
そ
こ
で
の
手
当
付
き
の
技
術
修
得
な
ど
を
固
か
っ
た
り
し
た
。
ま
た
、
市
は
、
七
六
年
八
月
に
、
水
産
課

に
転
業
対
策
の
係
を
設
置
ハ
七
八
年
四
月
、
企
画
課
に
移
管
〉
、
埋
立
て
が
開
始
に
さ
れ
た
あ
と
、
七
八
年
一
二
月
に
は
総
務
部
に

埋
立
対
策
室
を
設
置
（
富
津
支
所
内
）
し
、
実
態
調
査
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た
。

七
八
年
末
現
在
の
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
漁
業
権
放
棄
時
の
組
合
員
の
三

O
Z近
く
の
四

O
四
人
が
転
業
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、

就
職
者
は
二
一
一
人
、
自
営
業
者
は
一
九
三
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
職
種
・
業
種
は
表
3
1
U
の
と
お
り
で
あ
る
。

就
職
者
の
場
合
、
収
入
は
、
良
い
方
で
残
業
を
含
め
て
月
一
五
万
円
程
度
で
あ
り
、
失
業
対
策
事
業
の
い
わ
ゆ
る
土
方
、
土
建
な

ど
で
は
日
当
は
五
J
六
O
O
O円
程
度
で
あ
る
が
、
不
安
定
で
、
月
に
一

O
万
円
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
、
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、

貝
加
工
は
、
地
元
の
水
産
加
工
協
同
組
合
で
貝
の
「
ム
キ
」
作
業
に
従
事
し
て
お
り
、
出
来
高
制
で
良
い
時
は
七
J
八
O
O
O円
／
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表3-11

就転職者計

事務員

工員・作業員

雑 役

店員

貝加工

運転手

守衛・警備員

その他

自営業計

製造業

卸売・小売業

うち食料品

不動産業

建設業

サーピス業

うち料理・飲食

民宿・旅館

農業

その他

合計

日
、
悪
い
時
で
四
J
五
O
O

O
円
／
日
に
な
る
が
、
年
中

あ
る
仕
事
で
は
な
い
。
就
職

者
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う

に
、
日
給
制
の
不
安
定
な
仕

事
に
従
事
し
て
い
る
者
が
多

し、。
他
方
、
自
営
業
を
営
む
者

者
（
こ
れ
は
転
業
と
い
う
よ
り
も
、
，そ
れ
ま
で
の
漁
業
と
農
業
を
兼
業
し
て
い
た
も
の
が
、
漁
業
を
や
め
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）

の
う
ち
、
農
業
に
転
業
し
た

は
、
後
背
地
に
農
地
の
あ
っ
た
青
木
、
西
川
、
新
井
地
区
の
者
が
中
心
で
あ
る
が
、
新
井
地
区
で
は
、
共
同
基
盤
整
備
で
ハ
ウ
ス
裁

按
に
転
換
し
た
者
も
い
る
。

“遅れてきた開発”と地域社会

ま
た
、
株
主
の
三
分
の
二
以
上
、
あ
る
い
は
株
数
の
三
分
の
二
以
上
が
漁
業
転
業
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
土
木
、
商
事
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
経
営
体
は
、
七
六
年
五
月
に
転
業
法
人
会
を
組
織
し
た
。

転
業
法
人
会
は
、
経
営
・
技
術
の
向
上
、
金
融
の
円
滑
化
、
情
報
の
収
集
・
提
供
、
加
え
て
埋
立
事
業
の
促
進
を
目
的
と
し
て
い

る
が
、
実
際
に
は
、
県
・
市
に
働
き
か
け
て
、
優
遇
を
計
か
つ
て
も
ら
う
活
動
が
中
心
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
土
木
の
場
合
は
、
企
業

庁
、
市
お
よ
び
東
電
関
係
の
仕
事
に
つ
い
て
優
先
的
指
名
を
受
け
る
と
か
、
サ
ー
ビ
ス
・
飲
食
業
の
場
合
は
、
関
係
機
関
の
会
議
の

場
所
に
優
先
的
に
使
っ
て
も
ら
お
う
、
と
す
る
活
動
が
中
心
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
企
業
庁
や
市
は
可
能
な
限
り
、
転
業
対
策
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の
一
つ
と
し
て
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

174 

ω
漁
民
社
会
の
矛
盾
・
対
立

漁
民
の
多
く
は
、
一
方
で
転
業
を
希
望
し
な
が
ら
も
、
不
況
の
な
か
で
ま
ま
な
ら
ず
、
新
富
津
、
沖
漁
の
両
漁
協
の
メ
ン
バ
ー
も

’

含
め
て
、
埋
立
て
工
事
の
着
工
が
遅
れ
る
な
か
で
、
従
来
の
漁
場
で
漁
業
（
海
苔
、
採
貝
）
を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
埋
立
て
が

目
前
に
追
っ
て
く
る
な
か
で
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
県
に
対
し
て
漁
業
継
続
の
保
障
を
求
め
て
全
富
津
漁
協
を
結
成
し

た
。
こ
の
漁
業
継
続
の
保
障
を
め
ぐ
っ
て
旧
四
漁
協
組
合
員
の
聞
に
対
立
・
混
乱
が
生
じ
た
。

県
は
、
転
業
対
策
の
一
環
と
し
て
、
一
ニ
ヶ
年
に
限
っ
て
、
「
漁
業
で
し
か
生
活
し
て
い
け
な
い
人
」
に
残
存
予
定
海
域
に
漁
場
行

伎
を
認
め
た
。
こ
の
「
漁
業
で
し
か
生
活
で
き
な
い
人
」
つ
ま
り
漁
業
継
続
者
の
選
定
を
め
ぐ
っ
て
漁
民
の
聞
に
、
ま
た
す
で
に
転

業
し
た
人
と
の
聞
に
対
立
が
生
じ
た
。

，県
（
水
産
部
）
は
一
応
そ
の
客
観
的
な
基
準
と
し
て
「
耕
地
五
反
以
上
の
耕
作
者
を
除
く
」
と
い
う
指
示
を
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、

選
定
は
旧
四
漁
協
に
ま
か
さ
れ
た
。
旧
四
漁
協
は
、
各
漁
協
の
役
員
か
ら
選
ば
れ
た
一
三
人
委
員
会
と
世
話
人
会
を
設
置
し
、
漁
業

継
続
者
の
選
定
作
業
に
入
っ
た
。

そ
れ
は
、
組
合
員
の
生
活
実
態
を
一
九
分
類
し
て
そ
の
な
か
か
ら
「
海
で
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
人
々
」
選
定
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
っ
た
が
、
漁
民
か
ら
は
「
若
い
者
を
転
業
さ
せ
て
、
，年
配
者
に
す
べ
き
だ
」
と
か
、
各
漁
協
の
「
組
合
員
の
比
率
で
や
る

べ
き
だ
」
と
か
、
残
存
海
域
が
富
津
漁
協
の
漁
区
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
富
津
地
区
か
ら
は
「
俺
た
ち
の
海
だ
」
な
ど
の
主
張
が
・

出
て
、
混
乱
を
き
わ
め
た
。

結
果
的
に
は
、
統
一
し
た
基
準
は
つ
く
れ
ず
ハ
例
え
ば
、
青
堀
南
部
漁
協
で
は
耕
地
五
反
以
上
耕
作
者
は
は
ず
さ
れ
た
の
に
対
し

て
、
新
井
漁
協
で
は
そ
れ
が
三
反
以
上
で
あ
っ
た
り
し
た
て
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
三
九
九
人
が
選
定
さ
れ
、
彼
ら
に
よ
っ
て
全



富
津
漁
協
が
結
成
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
問
題
は
転
業
者
と
の
聞
に
も
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
補
償
金
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
片
方
は

漁
業
を
継
続
で
き
る
、
と
い
う
転
業
し
た
者
か
ら
の
不
満
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
転
業
者
に
「
転
業
資
金
」
と
い
う
名
目
で

調
整
金
を
二
五

O
万
円
（
七
七
年
に
二

O
O万
円
、
七
八
年
四
月
に
五

O
万
円
）
を
支
払
う
、
と
い
う
形
で
一
応
の
金
銭
解
決
が
さ

れ
た
。し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
解
決
は
後
を
引
い
た
。
漁
業
継
続
者
の
選
定
が
な
さ
れ
全
富
津
漁
協
円
当
時
新
井
漁
協
）
の
組
合
員
が
確

定
し
た
あ
と
、
選
に
も
れ
た
青
堀
南
部
漁
協
の
組
合
員
三
七
名
か
ら
は
、
三
月
下
旬
に
次
の
よ
う
な
漁
協
加
入
の
申
込
み
書
が
内
容

証
明
郵
便
で
な
さ
れ
て
い
る
。

新
井
漁
業
協
同
組
合
加
入
申
込
書

私
は
背
堀
南
部
漁
業
協
同
組
合
の
一
組
合
員
で
あ
り
ま
す
今
回
の
残
存
海
域
漁
湯
行
使
に
伴
ひ
新
た
に
結
成
さ
れ
る
新
井
漁
業
協
同

組
合
加
入
を
強
く
希
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
南
部
漁
組
内
の
選
考
委
員
会
に
於
い
て
残
念
乍
ら
選
考
油
慣
れ
と
な
り
ま
し
た
而
乍
ら

漁
業
継
続
の
意
志
は
今
尚
不
変
で
あ
り
ま
す
是
非
共
組
合
員
と
し
て
加
入
さ
せ
て
戴
き
た
く
文
書
を
以
っ
て
申
込
み
致
し
ま
す

昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十
日

“遅れてきた開発”と地滅社会

七
七
年

月

提
出
さ
れ
て
し、

る

発
信
人
住
所

氏
名

⑮ 

ハ
原
文
の
ま
ま
）

こ
の
文
書
は
、
漁
業
継
続
者
の
選
定
に
納
得
で
き
ず
強
い
不
満
を
一
不
し
、
選
考
洩
れ
に
な
り
な
が
ら
、
漁
業
継
続
の
意
志
を
示
す

も
の
が
か
な
り
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
転
業
し
て
、
転
業
資
金
（
調
整
金
）
を
受
け
取
っ
た
人
々
か
ら
も
、
有
志
七
七
名
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
「
婆
望
書
」
が
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要

望

書
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富
津
地
先
埋
立
実
施
を
今
年
度
着
工
を
目
途
に
し
た
県
の
施
策
に
そ
っ
て
我
が
南
部
漁
組
の
余
命
も
最
終
段
階
を
迎
え
多
忙
の
事
と
推
察
致
し
ま

す
。
私
達
漁
民
の
唯
一
の
生
活
手
段
で
あ
っ
た
海
を
離
れ
転
業
を
求
め
乍
ら
其
の
大
半
は
見
通
し
も
た
た
ず
経
済
不
況
の
中
に
さ
ま
よ
い
続
け

る
不
安
は
誠
に
縫
え
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
過
去
に
於
け
る
残
存
海
域
漁
場
行
使
者
決
定
に
あ
た
り
組
合
内
部
の
選
考
は
混
迷
の
中
で
決
定
さ

れ
明
暗
を
分
け
て
其
の
結
着
を
見
た
こ
と
は
衆
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
残
存
海
域
漁
場
行
使
は
転
業
対
策
の
一
司
様
で
あ
り
行
使
期
聞
は
昭
和
五

十
五
年
八
月
迄
の
一
一
一
年
間
が
条
件
で
あ
る
こ
と
を
前
面
に
押
し
出
し
我
荷
漁
民
の
説
得
に
あ
た
っ
た
事
実
を
今
一
度
確
認
い
た
し
た
く
執
行
部
に

要
請
い
た
し
ま
す
。
つ
な
ぎ
資
金
は
漁
場
行
使
者
と
の
調
整
金
で
あ
り
将
来
情
況
の
変
化
に
よ
っ
て
漁
場
行
使
が
三
年
以
上
続
行
さ
れ
る
な
ら
ば

殺
h

と
の
あ
い
だ
に
不
均
衡
が
生
ず
る
こ
と
は
明
確
で
あ
り
ま
す
。

価
値
あ
る
漁
場
の
高
度
な
利
用
は
我
々
も
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
前
述
の
如
き
予
想
が
事
実
と
な
っ
た
場
合
こ
れ
を
償
う
補
償
要
求
は
当

然
の
権
利
と
思
考
い
た
し
ま
す
。
執
行
部
は
こ
の
行
使
期
間
に
つ
い
て
明
確
な
る
確
約
書
を
県
に
対
し
交
渉
し
確
保
い
た
し
た
く
有
志
一
同
署
名

捺
印
の
上
要
望
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
十
一
月

日

組
合
員
有
志
一
同

南
部
漁
業
協
同
組
合
長
殿

じ
る
可
能
性
の
あ
る
不
均
衡
、

こ
れ
は
、
次
に
述
べ
る
「
五
五
・
八
」
問
題
に
か
ら
む
の
で
あ
る
が
、
漁
業
継
続
者
と
選
考
に
洩
れ
た
者
、
転
業
者
と
の
聞
に
生

つ
ま
り
、
非
漁
業
継
続
者
の
「
不
利
益
」
を
主
張
し
、

・三
年
後
の
「
補
償
要
求
の
権
利
」
を
確
認
し

ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
富
津
漁
協
結
成
問
題
の
第
一
段
階
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
漁
業
継
続
者
の
選
考
を
め
ぐ
っ
て
旧
漁
民

同
士
の
対
立
、
漁
業
補
償
の
不
均
衡
を
め
ぐ
っ
て
転
業
者
と
の
乳
離
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
。

ハ
チ

〔
五
五
・
八
問
題
〕

富
津
地
域
で
は
七

0
年
代
の
末
に
「
五
五
・
八
」
問
題
が
話
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
全
富
津
漁
協
漁

民
の
残
存
海
域
に
お
け
る
漁
場
行
使
権
（
短
期
免
許
）
の
期
限
が
昭
和
五
五
年
八
月
ま
で
で
、
そ
れ
ま
で
に
完
全
転
業
す
る
と
約
束



さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
埋
立
て
の
遅
延
、
企
業
立
地
の
遅
れ
が
あ
り
、
加
え
て
、
不
況
の
な
か
で
転
業
の
困
難
が
あ
っ
た
。
そ
こ

か
ら
、
漁
業
継
続
の
強
い
要
望
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
全
富
津
漁
協
の
組
合
員
に
と
っ
て
は
死
活
の
問
題
で
あ

る
と
同
時
、
転
業
者
に
と
っ
て
も
「
要
望
書
」
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
関
心
の
ま
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
富
津
、
沖
漁
の
両
漁
協

の
組
合
員
に
と
っ
て
も
、
補
償
の
平
等
性
か
ら
み
て
、
関
心
が
持
た
れ
て
当
然
で
あ
っ
た
。

八

O
年
六
月
、
全
富
津
漁
協
は
、
県
企
業
庁
に
「
海
苔
養
殖
を
し
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
者
の
暫
定
的
漁
業
継
続
に
つ
い
て
配

慮
さ
れ
た
い
」
と
の
陳
情
書
を
提
出
し
た
。

上
部
団
体
で
あ
る
県
漁
連
は
「
暫
定
的
に
漁
業
継
続
を
要
請
す
る
に
は
漁
業
権
を
放
棄
し
た
四
組
合
と
近
隣
五
組
合
の
理
解
を
得

る
た
め
の
地
元
調
整
が
基
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
、
県
も
転
業
対
策
の
観
点
か
ら
、
形
式
上
は
新
富
津
漁
協

の
漁
場
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
基
本
的
に
は
承
認
す
る
の
で
あ
る
が
、
木
更
津
港
湾
区
域
の
拡
張
に
よ
り
、
富
津
漁
港
北
側
の

区
画
漁
業
権
海
域
の
切
り
落
さ
れ
る
の
で
、
海
苔
就
業
者
の
削
減
（
二
三

O
名
に
）
を
し
、
地
元
関
係
者
と
く
に
七
七
年
の
全
富
津

“遅れてきた開発”と地域社会

結
成
時
に
陸
上
り
し
た
人
達
の
了
承
が
前
提
で
あ
る
と
し
た
。

沖
漁
、
新
富
津
漁
協
の
地
元
組
合
と
の
漁
場
調
整
、
近
隣
三
組
合
の
理
解
は
取
り
つ
け
た
が
、
す
で
に
岡
上
り
し
た
、
と
く
に
七

七
年
当
時
、
全
富
津
に
参
加
で
き
な
い
で
岡
上
り
し
た
人
々
と
の
調
整
が
難
行
し
た
。
結
果
的
に
は
、
新
富
津
、
沖
漁
の
組
合
長
、

県
漁
連
の
幹
部
、
野
口
岡
治
県
議
な
ど
の
仲
介
に
よ
っ
て
金
銭
解
決
を
し
た
。
す
な
わ
ち
、
全
富
津
に
残
っ
て
漁
業
継
続
す
る
者
が

二
O
O万
円
（
五

O
万
円
づ
っ
の
年
賦
〉
を
負
担
し
、
岡
上
り
し
た
者
に
配
分
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

全
富
津
で
は
、
「
海
苔
養
殖
を
や
ら
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
も
の
」
二
三

O
人
を
、
前
二
年
間
の
海
苔
養
殖
へ
の
依
存
度
と
そ

の
生
産
の
実
態
、
共
販
実
績
、
生
活
実
態
な
ど
を
参
考
に
、
実
際
に
は
他
漁
協
へ
の
重
複
加
盟
者
を
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
三
九
六
名

か
ら
選
定
し
た
。
し
か
し
、
選
定
洩
れ
と
な
っ
た
も
の
そ
の
大
半
に
地
元
も
県
も
実
際
に
は
、
「
裏
行
使
」
に
よ
っ
て
海
苔
養
殖
を
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続
け
る
こ
と
を
暗
黙
に
認
め
た
〈
な
お
、
全
富
津
の
役
員
は
総
辞
職
〉
。

こ
の
よ
う
に
、
残
存
海
域
で
の
漁
業
継
続
〈
全
富
津
漁
協
）
問
題
は
、
二
度
に
わ
た
っ
て
金
銭
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
と
は
い

え
、
旧
四
漁
協
の
漁
民
の
聞
に
、
と
く
に
岡
に
上
っ
た
ハ
上
ら
さ
れ
た
）
元
漁
民
と
の
聞
に
、
転
業
者
の
多
く
が
必
ら
ず
し
も
安
定

178 

し
て
い
な
い
が
ゆ
え
に
、
不
公
平
、
不
均
衡
感
を
持
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
た
。

一
つ
の
地
域
の
な
か
の
三
つ
の
漁
協
の
存
在
、
そ
し
て
形
式
上
は
な
く
な
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
実
際
に
生
じ
て
い

ま
た
、

る
漁
協
へ
の
二
重
加
盟
、
三
重
加
盟
者
の
存
在
は
、
漁
協
の
漁
場
管
理
、
組
織
、
運
営
に
複
雑
さ
を
加
え
、
漁
協
内
で
の
利
害
対
立

の
芽
も
は
ら
む
こ
と
と
な
り
、
今
後
も
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

富
津
市
『
富
津
市
総
合
計
画
』
一
九
七
九
年

新
富
津
漁
協
『
昭
和
五
三
年
度
事
業
報
告
』

前
倒
『
富
津
漁
業
の
歴
史
』
三
四
八
ペ
ー
ジ

同
右
、
三
一
八
ペ
ー
ジ

沖
漁
漁
協
『
昭
和
五
三
年
度
事
業
報
告
』

む
す
び
に
か
え
て

l
l
n遅
れ
て
き
た
開
発
M

の
矛
盾
と
自
立
的
生
産
者
集
団
の
成
立
｜
｜

本
稿
の
当
初
予
定
で
は
、
富
津
市
お
よ
び
富
津
地
域
の
政
治
構
造
の
変
化
と
、

ミ
ク
ロ
な
地
域
社
会
の
社
会
関
係
の
変
化
も
、
章
を
あ
ら
た
め

て
明
ら
か
に
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
も
は
や
与
え
ら
れ
た
紙
数
も
つ
き
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
簡
単
に
索
摘
し
、
加
え
て
、
富
津
埋
立
て
開
発
の

過
程
で
見
ら
れ
た
漁
民
の
自
主
的
な
対
応
の
姿
を
明
か
に
し
て
、
筆
を
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

東
京
湾
最
後
の
大
型
埋
立
開
発
｜
｜
京
葉
臨
海
重
化
学
工
業
基
地
の
最
南
端
と
し
て
、
高
度
成
長
期
に
計
画
さ
れ
た
富
津
埋
立
て



開
発
は
、
日
本
経
済
の
不
況
期
へ
の
移
行
の
な
か
で
、
再
三
の
計
画
変
更
を
伴
な
い
な
が
ら
、
現
在
、
そ
の
「
開
発
」
の
具
体
的
な

姿
を
描
け
な
い
ま
ま
が
遅
れ
て
き
た
開
発
H

と
し
て
埋
立
て
工
事
が
進
行
中
で
あ
る
。

そ
の
過
程
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
P
遅
れ
て
き
た
開
発
庁
の
ツ
ケ
と
し
て
、
自
治
体
、
地
域
社
会
、
住
民
に
回
わ
さ

れ
、
混
乱
と
苦
悩
と
を
引
き
起
し
て
き
た
。

バ
ラ
色
の
「
開
発
」
の
受
け
皿
と
し
て
行
な
わ
れ
た
三
町
合
併
は
、
地
形
的
に
も
産
業
的
に
も
内
在
的
必
然
性
を
持
た
な
か
っ
た

が
放
に
、
合
併
の
後
遺
症
を
残
し
、
加
え
て
、
見
通
し
の
な
い
「
開
発
利
益
」
を
め
ぐ
っ
て
、
旧
三
町
の
対
立
は
解
消
さ
れ
る
ど
こ

ろ
か
激
化
し
、
合
併
後
一

O
年
以
上
を
経
た
現
在
も
富
津
市
は
自
治
体
と
し
て
の
統
合
性
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
そ
れ

ら
は
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
市
行
財
政
、
市
の
政
治
権
力
の
あ
り
方
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

市
行
政
の
ト
ッ
プ
は
、
市
長
の
出
身
地
で
な
い
旧
町
に
助
役
と
収
入
役
が
配
分
さ
れ
る
と
い
う
、
旧
三
町
の
バ
ラ
ン
ス
人
事
が
慣

行
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
。
合
併
後
五
年
間
は
、
市
行
政
は
旧
三
町
ご
と
の
独
立
採
算
で
運
営
さ
れ
、

“遅れてきた開発”と地域社会

一
本
化
さ
れ
た
後
も
、

旧
三
町
平
等
主
義
の
運
営
が
続
い
て
い
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
旧
町
単
位
を
抜
け
き
れ
な
い
市
行
政
の
運
営
は
、
行
財
政
の
ム
ダ
を

作
る
こ
と
と
な
り
、
加
え
て
、
合
併
後
「
開
発
」
に
よ
る
税
収
入
の
拡
充
を
当
て
込
ん
だ
先
行
投
資
、
上
下
水
道
の
建
設
、
道
路
整

備
、
学
校
建
築
、

ニュ

l
タ
ウ
ン
用
地
造
成
（
こ
れ
は
、
市
街
化
調
整
区
域
に
あ
り
、
現
在
利
用
目
的
も
確
定
し
な
い
ま
ま
赤
土
を

む
き
だ
し
て
放
置
さ
れ
て
お
り
大
雨
の
た
び
に
土
砂
の
流
出
が
心
配
さ
れ
て
い
る
）
、
な
ど
が
借
金
ハ
起
債
）
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
市
財
政
は
パ
ソ
ク
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
市
役
所
も
、
仮
庁
舎
を
天
羽
に
、
恒
久
的
庁
舎
を
富
津
の

大
佐
和
地
区
寄
り
に
、
と
い
う
約
束
に
な
っ
て
い
た
が
、
い
ま
だ
に
そ
の
建
設
場
所
の
合
意
が
得
ら
れ
な
い
で
い
い
（
ニ
ュ

l
タ
ウ

ン
予
定
地
が
候
補
地
に
ほ
ぼ
固
ま
り
つ
つ
あ
る
）
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
旧
町
意
識
の
残
存
は
、
政
治
権
力
の
場
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
富
津
市
は
、
圧
倒
的
に
保
守
・
自
民
党
の
地
盤
で
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あ
る
。
七
九
年
総
選
挙
で
は
浜
田
、
池
田
（
旧
水
田
系
）
の
両
氏
で
入
二
%
強
の
得
票
を
得
て
い
る
。
な
か
で
も
富
津
地
域
は
八
O
年

衆
議
員
選
に
は
立
候
補
を
と
り
や
め
た
前
自
民
党
代
議
士
浜
田
幸
一
氏
の
地
盤
と
な
っ
て
い
る
。
七
二
年
衆
議
院
議
員
選
挙
で
は
浜

田
は
富
津
市
の
四
四
%
の
票
を
得
、
七
六
、
七
九
年
選
挙
で
は
若
干
低
下
し
た
と
は
い
え
な
お
四
O
Z
弱
の
得
票
で
あ
っ
た
。
八
O

年
選
挙
で
は
、
浜
田
氏
が
立
候
補
し
な
か
っ
た
な
か
で
（
投
票
率
は
前
回
十
九
年
に
比
べ
て
一
O
%
以
上
低
下
）
、
自
民
党
は
六
八
%

の
得
票
で
あ
っ
た
。
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富
津
市
の
政
治
権
力
構
造
は
、
浜
田
系
、
旧
水
田
系
（
立
水
会
）
と
い
う
保
守
系
内
の
対
立
を
含
み
、
最
近
で
は
中
村
系
も
加
わ

っ
て
複
雑
さ
を
加
え
な
が
ら
も
、
富
津
の
自
民
党
の
後
援
会
は
旧
町
単
位
で
い
ま
だ
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

旧
三
町
の
対
立
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。

合
併
後
の
市
長
選
は
、
保
守
の
な
か
で
、
浜
田
系
と
立
水
会
系
の
対
立
を
含
み
な
が
ら
地
区
対
立
の
型
で
行
な
わ
れ
て
き
た
。
そ

れ
が
頂
点
に
達
し
た
の
が
七
九
年
の
市
長
選
で
あ
る
。
七
九
年
四
月
の
市
長
選
は
、
富
津
地
区
か
ら
は
浜
田
系
の
渡
辺
、
反
浜
田
の

岩
崎
の
二
氏
が
、
大
佐
和
地
区
か
ら
は
現
市
長
で
立
水
会
系
の
白
井
氏
が
、
天
羽
地
区
か
ら
は
、
浜
田
系
の
石
和
田
と
や
は
り
千
葉

三
区
の
自
民
党
代
議
士
の
中
村
氏
（
館
山
出
身
〉
系
の
石
井
の
両
氏
、
計
五
人
が
立
候
補
し
、
地
区
と
自
民
党
代
議
士
の
系
列
が
か
ら

み
あ
っ
て
、
全
員
が
当
選
に
必
要
な
得
票
数
が
得
ら
れ
ず
、
戦
後
の
首
長
選
始
ま
っ
て
以
来
の
全
員
落
選
、
再
選
挙
と
な
っ
た
。
再

選
挙
は
、
岩
崎
氏
が
反
浜
田
で
白
井
陣
営
に
つ
き
立
候
補
を
と
り
や
め
、
石
和
田
氏
は
出
馬
を
辞
退
（
浜
田
系
に
一
本
釣
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
）
、
結
局
再
選
挙
は
、
富
津
の
渡
辺
ハ
浜
田
系
）
、
大
佐
和
の
白
井
ハ
立
水
会
系
）
、
天
羽
の
石
井
（
中
村
系
）
の
三
氏
に
よ
る
、

自
民
党
代
議
士
系
列
と
ク
ロ
ス
し
た
形
で
の
三
地
区
対
抗
選
挙
と
な
り
、
白
井
氏
が
再
選
さ
れ
た
。
結
果
、
助
役
は
天
羽
出
身
の
茂

木
氏
と
な
り
、
収
入
役
は
再
出
馬
を
辞
退
し
た
富
津
の
岩
崎
氏
（
辞
退
に
際
し
て
助
役
ポ
ス
ト
の
取
引
き
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
）

＠、．
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市
会
議
員
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
公
明
党
と
共
産
党
を
除
い
て
市
議
の
立
候
補
は
ほ
ぼ
出
身
部
落
推
薦
を
母
体
と
し

て
お
り
、
選
挙
戦
も
、
血
縁
に
は
頼
よ
る
が
、
ほ
ぼ
部
落
単
位
で
行
な
わ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
市
議
会
の
議
案
に
つ
い
て
も
、

市
議
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
旧
町
の
単
位
の
地
区
協
議
会
で
ま
ず
討
議
が
な
さ
れ
る
と
い
う
、
旧
町
単
位
の
議
会
運
営
が
な
さ

れ
て
い
る
。

市
議
の
定
員
は
三
六
名
で
あ
る
が
、
旧
町
を
選
挙
区
と
し
て
い
た
合
併
後
第
一
回
の
選
挙
〈
七
二
年
）
で
、
富
津
地
区
か
ら
公
明

党
、
共
産
党
各
一
名
、
全
市
一
区
と
な
っ
た
第
二
回
（
七
六
年
）
は
公
明
党
二
、
共
産
党
一
、
第
三
回
（
八

O
年
〉
は
公
明
党
、
共

産
党
各
二
名
、
を
除
き
、
他
は
す
べ
て
保
守
系
無
所
属
で
あ
っ
た
。
富
津
地
域
に
限
っ
て
い
え
ば
、
公
明
・
共
産
両
党
の
立
候
者
を

含
め
て
、
第
一
回
選
挙
は
一
五
人
立
候
補
で
一
三
人
当
選
、
第
二
回
は
一
三
人
中
一
二
人
、
第
三
回
は
二
ニ
人
中
一
一
人
と
、
富
津

一
市
議
会
に
お
け
る
富
津
地
域
出
身
の
市
議
の
占
め
る
割
合
は
低
下
し
て
き
て
い
る
。
な
か
で
特
徴
的
な
の
は
、
漁
業
関
係
市
議
の
動

“遅れてきた開発”と地滅社会

向
で
あ
る
。
富
津
地
域
で
は
、
第
一
回
選
挙
で
は
、
富
津
漁
協
の
役
員
か
ら
二
人
、
車
問
堀
漁
協
の
役
員
か
ら
一
人
が
立
候
補
し
、
三

人
共
当
選
し
て
い
た
が
、
第
二
回
以
降
は
、
漁
協
を
パ
ッ
ク
に
立
候
補
す
る
も
の
は

O
と
な
り
、
漁
業
関
係
の
勢
力
を
弱
ま
っ
た
。

な
お
、
次
の
市
議
選
（
八
三
年
予
定
）
で
は
、
議
員
定
数
の
二
名
削
減
が
予
定
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
富
津
地
域
か
ら
、

新
日
鉄
関
連
で
民
社
党
か
ら
二
人
が
立
候
補
し
、
当
選
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
政
治
勢
力
に
も
、

漁
業
関
連
の
弱
体
化
と
新
し
い
住
民
の
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
、
ミ
ク
ロ
な
地
域
の
社
会
関
係
に
お
い
て
も
、

一
つ
の
地
区
に
お
け
る
漁
業
継
続
者
と
転
業
者
、
お
よ
び
三
つ
の
漁
協
の
組

合
員
の
混
在
、
加
え
て
、
君
津
製
鉄
所
関
連
の
新
住
民
の
流
入
は
、
新
し
い
動
き
を
見
せ
る
こ
と
と
な
る
。

例
え
ば
、
旧
青
堀
南
部
漁
協
が
存
在
し
て
い
た
西
川
地
区
で
は
、

区
の
運
営
組
織
と
し
て
、
区
長
お
よ
び
副
区
長
一
、
会
計
二
名
の
区
三
役
を
お
き
、
各
世
帯
は
旧
小
学
字
単
位
で
一
四
の
隣
組
を
構

一
八
三
軒
が
行
政
の
未
端
組
織
と
し
て
、
ま
た
、
自
治
的
な
地
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成
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
君
津
製
鉄
所
の
下
請
け
企
業
の
社
宅
と
し
て
一
五
軒
建
設
さ
れ
、
こ
れ
を
加
え
て
新
し
い
隣
組
み
が
一

つ
で
き
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
組
長
を
お
い
て
い
る
。
ま
た
、
団
体
役
員
〈
漁
協
役
員
、
農
協
理
事
、
農
業
研
究
会
役
員
、
農
業
共

済
会
理
事
な

E
）
は
、
組
長
に
は
な
ら
な
い
が
、
「
大
役
」
と
し
て
、
区
で
の
発
言
権
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
地
区
の
区
三
役
の
選
出
は
、
年
一
回
の
総
会
で
出
席
者
の
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
が
、
こ
こ
数
年
、
こ
の
選
挙
に
あ
た
っ

て
、
新
富
津
漁
協
の
メ
ン
バ
ー
は
、
彼
等
だ
け
で
事
前
に
協
議
を
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
（
現
区
長
談
て
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
、
区
費
は
、
以
前
は
、
資
産
基
準
（
農
地
、
税
額
、
海
苔
の
柵
数
な
ど
〉
に
よ
っ
て
、
六
段
階
に
わ
か
れ
て
い
た
が
、
漁
業

権
放
棄
後
、
七
一
、
二
年
頃
、
指
定
段
階
の
改
定
が
行
な
わ
れ
、
七
八
年
四
月
の
「
組
長
寄
合
い
」
で
、
こ
の
区
費
の
段
階
区
分
の

廃
止
の
声
が
出
て
（
多
額
納
入
者
か
ら
〉
、
「
区
費
改
訂
委
員
会
」
を
設
置
し
検
討
の
結
果
翌
年
か
ら
廃
止
さ
れ
、

一
律
月
額
一

O
O

O
円
と
な
っ
た
〈
た
だ
し
、
父
子
・
母
子
家
庭
、
低
所
得
家
庭
、
不
遇
者
は
八
。
。
円
、
生
活
保
護
家
庭
は
免
除
〉
。

ま
た
、
農
業
研
究
会
と
区
で
「
足
し
前
え
」
を
し
て
漁
協
が
中
心
と
な
っ
て
維
持
し
て
い
た
公
民
館
（
常
夫
H
使
丁
を
雇
っ
て
い

た
）
は
、
七
三
年
に
漁
協
か
ら
の
申
し
出
で
、
維
持
で
き
な
く
な
り
、
常
夫
を
退
職
さ
せ
、
市
に
移
管
し
た
。

こ
の
よ
う
に
「
開
発
」
の
影
響
を
直
接
的
に
受
け
た
富
津
地
域
社
会
、
な
か
ん
ず
く
時
代
の
波
と
目
先
の
補
償
金
に
よ
っ
て
漁
業

権
を
放
棄
し
た
漁
民
は
、
不
況
下
、
「
開
発
」
事
業
の
遅
れ
も
あ
っ
て
、
転
業
も
ま
ま
な
ら
ず
縮
小
・
再
編
の
過
程
で
、
対
立
と
矛

盾
を
あ
ら
わ
に
し
て
き
た
。
加
え
て
、
新
日
鉄
関
連
の
新
住
民
の
流
入
も
あ
っ
て
、
従
来
の
居
住
地
と
産
業
と
漁
協
が
一
体
と
な
っ

て
い
た
地
域
・
漁
民
社
会
の
統
一
一
性
も
崩
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
も
新
し
い
芽
が
全
く
み
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

「
自
立
的
生
産
者
的
」
と

も
い
え
る
性
格
を
も
っ
た
新
富
津
漁
協
に
結
集
す
る
漁
民
集
団
で
あ
る
。

彼
ら
は
前
節
で
み
た
よ
う
に
「
埋
立
て
開
発
」
に
対
し
て
、
受
身
の
形
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
「
海
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
」
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と
し
て
、
海
を
捨
て
ず
、
生
業
で
あ
る
漁
業
の
新
た
な
方
向
を
、
積
極
的
・
自
立
的
に
追
求
し
、
個
人
的
に
で
は
な
く
集
団
と
し

て
、
新
た
な
漁
場
と
「
平
等
主
義
の
誓
約
団
体
」
的
な
漁
業
団
体
を
結
成
し
、
成
功
を
収
め
て
い
る
。
彼
ら
は
富
津
地
域
の
漁
民
の

大
半
が
、
補
償
金
を
ほ
ぼ
使
い
果
し
、
長
期
的
な
見
通
し
の
な
い
形
で
の
漁
業
継
続
か
、
見
通
し
の
な
い
開
発
利
益
を
あ
て
込
ん
だ

自
営
業
へ
の
転
進
か
、
安
定
性
の
な
い
就
業
（
臨
時
・
日
雇
い
〉
に
変
る
な
か
で
、
補
償
金
の
半
分
近
く
に
当
る
五

O
O万
円
を
各

自
が
拠
出
し
、
白
か
ら
の
漁
場
と
漁
協
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
漁
協
運
営
に
お
い
て
は
委
員
会
方
式
を
採
用
し
、
作
業
に

お
け
る
協
働
方
式
を
導
入
し
、
加
え
て
、
研
究
開
発
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
海
苔
養
殖
技
術
の
向
上
を
計
り
、
組
合
員
全
員
の

〈
生
業
と
し
て
の
漁
業
〉
の
経
済
的
自
立
性
を
集
団
的
に
高
め
よ
う
と
努
力
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
新
富
津
漁
協
に
結
集
す
る
漁
民
に
、
グ
遅
れ
て
き
た
開
発
u

が
も
た
ら
す
矛
盾
の
な
か
で
の
一
つ
の
見
通
し
の
あ
る
対
応
の

仕
方
を
、
我
々
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
芽
が
、
自
か
ら
の
生
業
の
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
の
再
生
に
む
け
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
す

か
が
、
次
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
旧
四
漁
協
漁
民
の
対
立
、
と
く
に
残
存
海
域
で
の
漁
業
継
続
を
め
ぐ
る
問
題
で
の
調
整
に
、
新
富
津

会制
漁
協
は
一
定
の
役
割
を
こ
れ
ま
で
も
担
っ
て
き
た
。
ま
た
、
地
域
の
保
守
的
な
ボ
ス
支
配
に
対
す
る
批
判
の
力
と
も
な
っ
て
い
る
よ

油
う
で
あ
る
。
富
津
を
地
盤
と
す
る
ズ
マ
コ
ウ
4

も
新
富
津
漁
協
に
は
足
を
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
e

し
か
し
、
次
の
市

野
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
新
日
鉄
関
連
で
、
「
民
社
党
か
ら
二
人
当
選
す
る
だ
ろ
う
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
地
域
社
会
に
隣
接

浦
市
君
津
の
新
日
鉄
の
影
響
が
出
は
じ
め
、
ま
た
、
企
業
誘
致
に
よ
る
「
地
域
開
発
」
が
地
域
社
会
を
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
の
地
域

長
とてれ遅

で
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
進
出
企
業
の
支
配
下
に
お
い
て
し
ま
う
よ
う
な
事
態
が
、
富
津
で
も
予
想
さ
れ
な
い
と
も
限
ら
な
い
な
か

で
、
白
か
ら
の
生
業
の
世
界
に
と
じ
こ
も
る
だ
け
で
は
、
「
開
発
」
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
も
れ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
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本
稿
を
作
成
す
る
に
当
っ
て
、
富
津
市
役
所
の
職
員
、
漁
協
関
係
者
、
市
会
議
員
な
ど
多
く
の
方
h
に
、
時
聞
を
さ
い
て
い
た
だ
き
資
料
の
提
供

や
面
倒
な
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
い
ち
い
ち
お
名
前
は
あ
げ
な
い
が
感
謝
の
怠
を
示
し
て
お
き
た
い
。
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